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１．調査概要

【調査方法】住民基本台帳から無作為抽出による郵送配布･郵送回収

【調査対象】河南町在住 13 歳以上の住民

【調査規模】2,000 世帯

【調査時期】平成 29 年９月 8 日（金）に郵送配布し、９月 22 日（金）を回収締切日

【回答状況】回収票数：762 票

回収率 ：38.1％

図.1 回収状況

Ⅰ．住民意識調査

区域 対象人数
＊ 内抽出数 回収数 回収率

石川 1,953 274 85 31.1%

白木 1,654 232 83 35.8%

河内 482 68 43 63.7%

中村 2,649 371 119 32.1%

大宝 4,248 595 267 44.9%

さくら坂・鈴美台 3,286 460 138 30.0%

無回答 27

合計 14,272 2,000 762 38.1%

＊対象人数：平成29年8月時点の13歳以上

1



対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

対
象

人
数

内
抽

出
数

中
学
生

3
8

5
1
4
5

2
0

3
9

5
6
3

9
1
5

2
1
4
8

2
1

4
4
8

6
3

１
６
～
２
５

3
0
8

4
3

4
1
7

5
8

1
7
6

2
5

2
3
5

3
3

3
0

4
5
0
0

7
0

1
,6
6
6

2
3
3

２
６
～
３
５

2
2
9

3
2

3
1
3

4
4

1
4
3

2
0

2
2
6

3
2

4
5

6
3
4
2

4
8

1
,2
9
8

1
8
2

３
６
～
４
５

2
5
8

3
6

5
3
3

7
5

1
6
2

2
3

2
9
7

4
2

3
7

5
5
6
5

7
9

1
,8
5
2

2
6
0

４
６
～
５
５

2
5
9

3
6

6
4
1

9
0

2
2
7

3
2

3
9
7

5
6

5
6

8
6
8
3

9
6

2
,2
6
3

3
1
7

５
６
～
６
５

2
7
8

3
9

4
7
5

6
7

2
4
5

3
4

4
3
0

6
0

8
1

1
1

5
1
4

7
2

2
,0
2
3

2
8
3

６
６
～
７
５

3
1
2

4
4

8
2
2

1
1
5

3
1
4

4
4

5
0
8

7
1

9
8

1
4

3
3
2

4
7

2
,3
8
6

3
3
4

７
６
～

2
7
1

3
8

9
0
2

1
2
6

3
4
8

4
9

4
9
3

6
9

1
2
0

1
7

2
0
2

2
8

2
,3
3
6

3
2
7

合
計

1
,9
5
3

2
7
4

4
,2
4
8

5
9
5

1
,6
5
4

2
3
2

2
,6
4
9

3
7
1

4
8
2

6
8

3
,2
8
6

4
6
0

1
4
,2
7
2

2
,0
0
0

※
抽

出
数

の
計

算
方

法
（
地

区
対

象
人

数
合

計
÷

合
計

対
象

人
数

合
計

×
抽

出
人

数
（
2
,0
0
0
人

）
）
×

（
地

区
対

象
人

数
年
齢

÷
地

区
対

象
人

数
合

計
）

平
成
２
９
年

８
月

末
時

点
の
１
３
歳

以
上

を
対

象
者
と
し
て
抽

出
（
住

基
人

口
１
５
，
７
３
６
人

中
、
対

象
者

１
４
，
２
７
２
人

（
約

９
１
％
）
）

抽
出

人
数

は
２
，
０
０
０
人
（
住

基
人

口
に
占
め
る
割

合
約
１
３
％

、
対

象
者
に
占

め
る
割

合
約
１
４
％

）
中
学
生

（
１
３
歳

～
１
５
歳

）
、
以
降
１
０
歳

刻
み

に
７
５
歳

ま
で
抽

出
、
７
６
歳

以
上

は
全

員
。

地
区

年
齢

合
計

石
川

大
宝

白
木

中
村

河
内

さ
く
ら
坂

さ
く
ら
坂

南
鈴

美
台

図
.2

抽
出

人
数

2



①運賃収入 3,562千円/年 ④運賃収入 187千円/年

②運行経費 26,415千円/年 ⑤運行経費 4,865千円/年

③収支差（＝①－②） ▲22,853千円/年 ⑥収支差（＝④－⑤） ▲4,678千円/年

■河南町全体での地域公共交通に対する町負担額は、27,531千円/年（＝③＋⑥）になると予想されます。

■河南町人口は15,760人（平成29年6月）であり、住民１人当たりの負担額は1,747円/人・年になります。

平成29年9月8日

カナちゃんバス・やまなみタクシーに関する意識調査へのご協力のお願い

平成28年2月から、本町はカナちゃんバス、やまなみタクシーの実証運行を行っています。この調査は、
今後の本格運行に向けた基礎資料を得ることを目的に、住民の皆様からご意見をお伺いするものです。

記入後は、9月22日（金）までに返信用封筒にてご返送ください。
なお、回答いただいた情報等については、統計的に処理した後廃棄し、個人にご迷惑をかけるようなこと

は一切ございません。
つきましては、誠に恐縮ですが本調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

平成29年2月から実証運行が始まった「カナちゃんバス」、「やまなみタクシー」の利用状況、収
支状況は、下記のとおりとなっています。

～カナちゃんバス・やまなみタクシーの収支状況（平成29年2月～平成30年1月予測値）～

問い合わせ先

河南町総務部総務課 0721-93-2500（内線：231・232）

～カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用状況～

【カナちゃんバス】 【やまなみタクシー】
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問１ カナちゃんバス・やまなみタクシーを知っていますか？それぞれ当てはまる番号に１つずつ○をご記入ください。

１．知っている ２．見たことや聞いたことがある程度 ３．知らない

１．知っている ２．見たことや聞いたことがある程度 ３．知らない

問２ カナちゃんバス・やまなみタクシーを利用したことがありますか？それぞれ当てはまる番号に１つずつ○をご記入ください。

１．定期的に利用している ２．ときどき利用してる ３．利用したことがない

１．定期的に利用している ２．ときどき利用してる ３．利用したことがない

問３ 外出目的、目的場所・施設を記入してください。それぞれ当てはまる番号すべてに○をご記入ください。

１．通勤 ２．通学 ３．仕事 ４．通院 ５．公共施設（役場、かなんぴあ等）の利用

６．保健・福祉施設の利用 ７．図書室の利用 ８．買い物 ９．食事 １０．観光・ハイキング

１１．娯楽 １２．その他（具体的に： ）

１．河南町役場 ２．かなんぴあ ３．スーパー・お店等（名称： ）

４．診療所（名称： ） ５．金剛バスに乗り継ぎ

６．観光・ハイキング（場所： ） ７．友人・親類などの居宅 ８．学校

９．その他（具体的に： ）

問４ カナちゃんバス・やまなみタクシーを利用した理由は何ですか？当てはまる番号に最大３つまで○を記入してください。

１．自家用車が利用できないため ２．自家用車の運転を控えたいため

３．自転車では遠いため ４．歩くには遠いため

５．雨が降っていたため ６．運賃が安いため

７．カナちゃんバス・やまなみタクシーを維持して欲しいから ８．地球環境に良いため

９．いろんな人と出会い、交流することができるため １０．家族に負担をかけずに１人で出かけられるため

１１．その他（具体的に： ）

問５ あなたはカナちゃんバス・やまなみタクシーの運行によって、あなたの生活が便利になりましたか？

５段階評価で、当てはまる番号に１つだけ○を記入してください。

１．便利 ２．やや便利 ３．普通 ４．やや不便 ５．不便

カナちゃんバス・やまなみタクシーのご利用についておたずねします。

カナちゃんバス

やまなみタクシー

問２で「１．２．」に◯印をつけられた方 → 次の問３へ。 問２で「３．」に◯印をつけられた方 → 問１０へ。

問２で「１．または２．」に◯印をつけられた方におたずねします。

外出目的

目的場
所・施設

やまなみタクシー

カナちゃんバス・やまなみタクシーに関するアンケート（案）

カナちゃんバス・やまなみタクシーについて、あなたが知っていることについておたずねします。

カナちゃんバス
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問６ カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行によって、あなたの生活になにか変化はありましたか？

それぞれ当てはまる番号に１つずつ○を記して入ください。

問７

５．満足 ４．やや満足 ３．普通 ２．やや不満 １．不満

問８

問９

１．自家用車 ２．路線バス ３．タクシー ４．家族・知人による送迎 ５．徒歩 ６．自転車

７．バイク ８．その他（具体的に ）

問10 町内の移動において、普段最も良く利用する移動手段は何ですか？当てはまる番号に１つだけ○をご記入ください。

１．自家用車 ２．路線バス ３．タクシー ４．家族・知人による送迎 ５．徒歩 ６．自転車

７．バイク ８．その他（具体的に ）

問11 カナちゃんバス・やまなみタクシーを利用しない理由は何ですか？当てはまる番号に最大３つまで○をご記入ください。

１．車、バイク、自転車等での移動の方が便利だから ２．近くにバス停・停留所がないから

３．目的地まで時間がかかるから ４．運賃が高いから

５．利用したい時間帯・曜日にバスがないから ６．時間通りに来ないから

７．目的地へ向かう・通るルートがないから ８．外出する機会がないから

９．利用する機会がないから １０．カナちゃんバス・やまなみタクシーのことを知らなかったから

１１．その他（具体的に： ）

１．便数の増加 ２．運行時間帯の延長 ３．ルートの変更 ４．バス停・停留所位置の追加・変更

５．その他（具体的に： ）

カナちゃんバス・やまなみタクシーを利用しない場合、町内の移動において良く利用する移動手段は何ですか？当てはまる番
号に１つだけ○をご記入ください。

問１２へお進みください。

カナちゃんバス・やまなみタクシーを利用したことが「ない」方におたずねします。

全員の方におたずねします。

問12 カナちゃんバス・やまなみタクシーをより利用しやすくするために、どのようなサービスを向上させればよいと思いますか？優
先度の高いものを１つだけ選び、当てはまる番号に○を記入してください。

運行ルート

その他、生活行動の変化があれ
ばご記入ください

具体的に：

あなたはカナちゃんバス・やまなみタクシーに満足していますか？５段階評価で、該当する番号に１つだけ○をご記入くださ
い。

あなたはカナちゃんバス・やまなみタクシーの運行の「運行の情報提供（利用ガイド、バス停・停留所の時刻表）」、「運行ルー
ト」について、意見・感想をお書きください。

回答欄

運行の情報提供

自家用車を利用する回数は減り
ましたか？

１．減った ２．増えた ３．変わらない

外出回数は増えましたか？ １．増えた ２．減った ３．変わらない

公共施設、学校、スーパー等へ
行きやくすくなりましたか？

１．行きやすくなった ２．行きにくくなった ３．変わらない
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１．利用者の少ないバス停・停留所やルートの一部の廃止 ２．利用者の少ない時間帯の便の廃止

３．利用者の少ない曜日の運行の廃止 ４．運行本数や便数などを現状維持するための運賃の値上げ

５．その他（具体的に： ）

問14 カナちゃんバス・やまなみタクシーは、生活にとって必要な交通機関だと思いますか？

当てはまる番号に１つだけ○をご記入ください。

１．必要だと思う ２．必要だと思わない ３．どちらとも言えない・わからない

問15 問14で「１．必要だと思う」に○をつけた方におたずねします。なぜ必要だと思いますか？

当てはまる番号すべてに○をご記入ください。

１．自分自身が利用するため ２．自分の家族が利用するため

３．高齢者をはじめとする住民生活の移動を確保するため ４．町内での交流を促進するため

５．町内を活性化させるため ６．地球環境を守るため

７．家族に負担をかけずに、１人で出かけるため ８．その他（具体的に： ）

問16 問14で「２．必要だと思わない」に○をつけた方におたずねします。なぜ必要だと思いませんか？

当てはまる番号すべてに○をご記入ください。

１．自分で車を運転できるから ２．家族の人が送迎してくれるから

３．外出しないから ４．利用しなくても生活できるから

５．これ以上の税金投入はやめるべきであるから ６．町以外の交通機関で十分対応できるから

７．その他（具体的に： ）

問17 カナちゃんバス・やまなみタクシーについて、なにかご意見・ご感想がありましたら自由にお書きください。

①あなたの性別は？ １．男性 ２．女性

②あなたの年齢は？ １．10代 ２．20代 ３．30代 ４．40代 ５．50代 ６．60代 ７．70代以上

③あなたのご職業は？ １．中学生 ２．高校生 ３．大学生・院生 ４．会社員・公務員

５．自営業 ６．パート・アルバイト ７．専業主婦・主夫 ８．無職 ９．その他

１．石川 ２．白木 ３．河内 ４．中村 ５．大宝 ６．さくら坂・鈴美台

１．持っている ２．持っていない（返納を含む）

調査票は、返信用封筒に入れて、平成２９年9月22日（金）までに最寄りの郵便ポストに投函してください。切
手は不要です。

問13 利用者が少ない場合は、バス停・ルート・一部の便の廃止も検討する必要があります。運行内容の見直しがやむを得ないと
思うものは何ですか？当てはまる番号に最大３つまで○を記入してください。

最後に、あなた自身のことについて教えてください。当てはまる番号に○を記入してください。

④あなたのお住まいは？

⑤運転免許証は？

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。
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２．回答者の特徴

・回答者の性別の割合は、女性が 63％を占める

・回答者の年齢の割合は、70 歳代以上が 35％を占め、60 歳代を合わせると 58％を占める。

・回答者の年齢別居住地の割合は、さくら坂・鈴美台の 60 歳代以上が約 40％に対して、それ

以外の区域は約 60％を占める。

・回答者の職業の割合は、「無職」、「専業主婦・主夫」といった非就業者が 53％を占める。

・回答者の居住地の割合は、「大宝」が 36％を占める。

・自動車免許証の所得者の割合、「持っている」が 77％である。

37% 63% N=742

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性

6% 4% 6% 13% 12% 23% 35% N=749

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

【回答者の性別】

【回答者の年齢】

6%

4%

4%

16%

4%

5%

12%

4%

1%

7%

5%

6%

4%

4%

6%

14%

1%

5%

6%

5%

7%

13%

8%

12%

9%

15%

11%

22%

12%

14%

8%

9%

10%

12%

17%

23%

28%

33%

28%

29%

15%

22%

35%

31%

35%

28%

29%

48%

17%

N=749

N=85

N=83

N=43

N=119

N=266

N=138

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

【回答者の年齢（居住地別）】
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3%

2%

2%

19% 6% 13% 26% 27%

3%

N=739

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生 高校生 大学生・

院生

会社員・

公務員

自営業 パート・

アルバイト

専業主婦・

主夫

無職 その他

【回答者の職業】

12% 11% 6% 16% 36% 19% N=735

0% 20% 40% 60% 80% 100%

石川 白木 河内 中村 大宝 さくら坂・鈴美台

【回答者の自動車免許証の有無】

77% 23% N=736

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（返納を含む）

【回答者の居住地】
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３．調査結果

・カナちゃんバスの認知度は、「知っている（見たことや聞いたことがある程度を含む）」が全体

の 97％を占めている。

・やまなみタクシーの認知度は、「知っている（見たことや聞いたことがある程度を含む）」が全

体の 75％を占めている。

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの認知度（問 1）

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの認知度】

83%

56%

14%

19%

4%

25%

N=753

N=731

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カナちゃんバス

やまなみタクシー

知っている 見たことや

聞いたことがある程度

知らない

83%

85%

50%

85%

83%

81%

79%

89%

14%

9%

38%

6%

11%

14%

19%

10%

4%

6%

13%

9%

6%

4%

2%

1%

N=753

N=47

N=32

N=47

N=98

N=91

N=170

N=256

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

知っている 見たことや

聞いたことがある程度

知らない

・カナちゃんバスの認知度（年齢別）は、全ての年代で「知っている（見たことや聞いたことが

ある程度を含む）」が約 90％であった。

・年齢が高くなるにしたがって、認知度も高くなっている。

【カナちゃんバスの認知度（年齢別）】
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83%

77%

72%

93%

78%

86%

87%

14%

18%

27%

2%

17%

11%

10%

4%

5%

1%

5%

5%

3%

3%

N=753

N=84

N=82

N=43

N=116

N=265

N=137

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

知っている 見たことや

聞いたことがある程度

知らない

【カナちゃんバスの認知度（区域別）】

・カナちゃんバスの認知度（区域別）は、全ての区域で「知っている（見たことや聞いたことが

ある程度を含む）」が約 90％超であった。

・カナちゃんバスが運行していない区域（河内）でも、認知度が高い。

56%

40%

16%

57%

59%

53%

54%

66%

19%

19%

29%

9%

17%

18%

24%

17%

25%

40%

55%

35%

23%

29%

22%

16%

N=731

N=47

N=31

N=46

N=98

N=89

N=166

N=244

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

知っている 見たことや

聞いたことがある程度

知らない

・やまなみタクシーの認知度（年齢別）は、年代で「知っている（見たことや聞いたことがある

程度を含む）」の割合にばらつきがあるが、年齢が高くなるにしたがい認知度が高くなってい

る。

【やまなみタクシーの認知度（年齢別）】
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【やまなみタクシーの認知度（区域別）】

・やまなみやタクシーの認知度（区域別）は、全ての区域で「知っている（見たことや聞いたこ

とがある程度を含む）」が約 70％超であった。

・やまなみタクシーが運行していない区域（大宝等）でも、認知度が高い。

56%

45%

49%

86%

56%

55%

62%

19%

23%

27%

20%

18%

20%

25%

33%

24%

14%

25%

27%

18%

N=731

N=80

N=82

N=43

N=117

N=253

N=133

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

知っている 見たことや

聞いたことがある程度

知らない

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用状況（問 2）

・カナちゃんバスの利用状況は、「定期的に利用している（ときどき利用しているを含む）」が全

体の 20％を占めている。

・やまなみタクシーの認知度は、利用状況は、「定期的に利用している（ときどき利用している

を含む）」が全体の 2％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用状況】

4%

0%

16%

2%

80%

98%

N=757

N=709

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カナちゃんバス

やまなみタクシー

定期的に利用している ときどき利用している 利用したことがない
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・カナちゃんバスの利用状況（年齢別）は、各年齢層の中で 10 歳代においては、利用割合が

36％あり、通学を目的として利用する年齢層である。70 歳代以上においては、利用割合が

30％あった。

【カナちゃんバスの利用状況（年齢別）】

4%

15%

3%

2%

3%

2%

2%

6%

16%

21%

9%

6%

12%

10%

12%

24%

80%

65%

88%

91%

85%

88%

87%

70%

N=757

N=48

N=32

N=47

N=98

N=92

N=171

N=257

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

定期的に利用している ときどき利用している 利用したことがない

【カナちゃんバスの利用状況（区域別）】

・カナちゃんバスの利用状況（区域別）は、カナちゃんバスが運行している大宝、さくら坂・鈴

美台においては約 30％あった。

4%

1%

1%

5%

8%

5%

16%

14%

7%

7%

6%

23%

22%

80%

85%

91%

88%

94%

70%

72%

N=757

N=84

N=82

N=43

N=118

N=266

N=138

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

定期的に利用している ときどき利用している 利用したことがない
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【やまなみタクシーの利用状況（区域別）】

・やまなみタクシーの利用状況（区域別）は、やまなみタクシーが運行している河内においては

10％あった。

・やまなみタクシーの利用状況（年齢別）は、各年齢層の中で 70 歳代以上においては、利用割

合が 4％あった。

【やまなみタクシーの利用状況（年齢別）】

0%

1%

1%

2%

2%

3%

2%

1%

1%

1%

4%

98%

98%

97%

98%

99%

98%

99%

96%

N=709

N=48

N=32

N=47

N=95

N=89

N=165

N=224

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

定期的に利用している ときどき利用している 利用したことがない

0%

5%

2%

3%

5%

1%

2%

2%

98%

100%

98%

90%

99%

98%

98%

N=709

N=77

N=80

N=42

N=117

N=241

N=130

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

定期的に利用している ときどき利用している 利用したことがない
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用時の外出目的と外出先（問 3）

・カナちゃんバス・やまなみタクシー利用時の主な目的は、「公共施設」の割合が 59％と最も

多い。次いで、「買い物」が 54％となっている。

・カナちゃんバス・やまなみタクシー利用時の行き先は、「スーパー等」の割合が 50％と最も

多い。次いで、「かなんぴあ」が 42％、「河南町役場」が 41％となっている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用時の外出目的（複数回答）】

4%

11%

1%

9%

59%

4%

6%

54%

2%

3%

3%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

仕事

通院

公共施設（役場、かなんぴあ等）の利用

保健・福祉施設の利用

図書室の利用

買い物

食事

観光・ハイキング

娯楽

その他

【外出目的】 N=156

41%

42%

50%

11%

14%

1%

6%

10%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河南町役場

かなんぴあ

スーパー・お店等

診療所

金剛バスに乗り継ぎ

観光・ハイキング

友人・親類などの居宅

学校

その他

【目的場所・施設】 N=152

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用時の行き先（複数回答）】
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用した理由（問 4）

・カナちゃんバス・やまなみタクシー利用した理由は、「歩くには遠いため」の割合が 44％と

最も多い。次いで、「カナちゃんバス・やまなみタクシーを維持して欲しいから」、「家族に負

担をかけずに１人で出かけられるため」が 35％となっている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用した理由（複数回答）】

33%

15%

12%

44%

13%

30%

35%

1%

8%

35%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車が利用できないため

自家用車の運転を控えたいため

自転車では遠いため

歩くには遠いため

雨が降っていたため

運賃が安いため

カナちゃんバス・やまなみタクシーを

維持して欲しいから

地球環境に良いため

いろんな人と出会い、

交流することができるため

家族に負担をかけずに

１人で出かけられるため

その他

【利用した理由】 N=153
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（問 5）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用によって、「生活が便利（やや便利を含む）」が全体

の 82％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性】

50% 32% 15%

1%

1%

N=152

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（年齢別）】

50%

71%

25%

50%

33%

45%

48%

51%

32%

18%

50%

25%

53%

45%

24%

31%

15%

12%

25%

25%

13%

9%

29%

13%

1%

3%

1%

3%

N=152

N=17

N=4

N=4

N=15

N=11

N=21

N=78

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（年齢別）は、各年齢層の中で

10 歳代においては、「便利（やや便利を含む）」の割合が 85％あり、通学を目的として利用

する年齢層である。
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【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（区域別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（区域別）は、白木、中村に比

べ、石川、河内、大宝、さくら坂・鈴美台の利便性の割合が高い。

50%

45%

71%

57%

55%

43%

32%

45%

29%

57%

30%

35%

15%

9%

14%

14%

29%

14%

19%

1%

1%

3%

1%

14%

14%

N=152

N=11

N=7

N=7

N=7

N=80

N=37

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（手段別）は、カナちゃんバス

を利用した人、やまなみタクシーを利用した人ともに利便性の割合が高い。

50%

56%

32%

31%

15%

13%

1%

1%
N=149

N=16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カナちゃんバス

やまなみタクシー

便利 やや便利 普通 やや不便 不便

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用による生活の利便性（手段別）】
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行による生活の変化（問 6）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行によって、「外出回数が増えた」割合は 44％を占

めている。

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行によって、「公共施設等の行きやすくなった」割合

は 74％を占めている。

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行によって、「自家用車の利用が減った」割合は 38％

を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行による外出回数】

44%

1%

54% N=145

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えた 減った 変わらない

74%

1%

26% N=148

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行きやすくなった 行きにくくなった 変わらない

38% 62% N=117

0% 20% 40% 60% 80% 100%

減った 増えた 変わらない

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行による公共施設等の行きやすさ】

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行による自家用車の利用回数】
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（問 7）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用によって、「満足（やや満足を含む）」割合は 70％

を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度】

38% 32% 21% 5% 4% N=146

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（年齢別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（年齢別）は、各年齢層の中で 10 歳代に

おいては、「便利（やや便利を含む）」の割合が 82％と最も高く、通学を目的として利用する

年齢層である。

38%

59%

25%

21%

30%

25%

41%

32%

24%

50%

50%

50%

20%

35%

31%

21%

18%

50%

25%

7%

50%

30%

17%

5%

14%

7%

4%

7%

10%

4%

N=146

N=17

N=4

N=4

N=14

N=10

N=20

N=75

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

満足 やや満足 普通 やや不満 不満
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【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（区域別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（区域別）は、石川、中村に比べ、白木、

河内、大宝、さくら坂・鈴美台の満足度が高い。

38%

20%

71%

40%

42%

28%

32%

20%

40%

14%

36%

39%

21%

50%

14%

20%

29%

19%

19%

5%

14%

3%

11%

4%

10%

14%

43%

3%

N=146

N=10

N=7

N=5

N=7

N=78

N=36

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（手段別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の満足度（手段別）は、カナちゃんバスを利用した

人、やまなみタクシーを利用した人ともに満足度の割合が高い。

38%

38%

31%

38%

22%

15%

5%

8%

4% N=143

N=13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カナちゃんバス

やまなみタクシー

満足 やや満足 普通 やや不満 不満
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない場合の移動手段（問 9）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない移動手段は、「自家用車」の割合が最も多く

割合は 40％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない場合の移動手段】

40% 10% 4% 19% 15% 8%

3%

1%

N=150

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車 路線バス タクシー 家族・知人による

送迎

徒歩 自転車 バイク その他

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行の情報提供、運行ルートについて（問 8）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行の情報提供（利用ガイド、時刻表）は、「現状でよ

い」が 66％を占める。

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行ルートは、「現状でよい」が 45％を占める。

66% 17% 3% 14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行の情報提供について

現状でよい バス停・停留所がわかりづらい

バス停・停留所が少ない ダイヤの見直してほしい

N=29

45% 23% 10% 13% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ルートについて

現状でよい 運行ルートの拡大 時間がかかる バス停・停留所の変更 その他

n=40
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用したことがない方の移動手段（問 10）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用したことがない人の移動手段は、「自家用車」の割

合が最も多く割合は 80％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用したことがない人の移動手段】

80%

3%

1%

6%

1%

5% 5%

0%

N=612

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車 路線バス タクシー 家族・知人による

送迎

徒歩 自転車 バイク その他

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない理由（問 11）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない理由は、「車、バイク、自転車等での移動の

方が便利だから」の割合が最も高い。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用しない理由（複数回答）】

76%

5%

13%

1%

12%

1%

15%

2%

35%

3%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車、バイク、自転車等での移動の方が

便利だから

近くにバス停・停留所がないから

目的地まで時間がかかるから

運賃が高いから

利用したい時間帯・曜日にバスがないから

時間通りに来ないから

目的地へ向かう・通るルートがないから

外出する機会がないから

利用する機会がないから

カナちゃんバス・やまなみタクシーのことを

知らなかったから

その他

【利用しない理由】 N=587
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーのサービス向上策（問 12）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーをより利用しやすくするためのサービス向上策は、「便数

の増加」の割合が最も高く 31％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーのサービス向上策】

31% 10% 19% 20% 20% N=598

0% 20% 40% 60% 80% 100%

便数の増加 運行時間帯の延長 ルートの変更 バス停・停留所位置の

追加・変更

その他

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行内容の見直し点（問 13）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用者が少ない場合の運行内容の見直し点は、「利用者

の少ない時間帯の便の廃止」の割合が最も高い。次いで、「利用者の少ないバス停・停留所や

ルートの一部の廃止」は 41％となっている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行内容の見直し点（複数回答）】

41%

60%

32%

18%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用者の少ないバス停・停留所や

ルートの一部の廃止

利用者の少ない時間帯の便の廃止

利用者の少ない曜日の運行の廃止

運行本数や便数などを

現状維持するための運賃の値上げ

その他

【運行内容の見直し】 N=602
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性（問 14）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性は、「必要だと思う」が 59％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性】

59% 11% 29% N=731

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う 必要だと思わない どちらとも言えない・

わからない

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性（年齢別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性（年齢別）は、各年齢層の中で 10 歳代において

は、「必要だと思う」割合が 57％と最も高く、通学を目的として利用する年齢層である。

・年齢が高くなるにしたがって、必要性も高くなっている。

59%

57%

47%

55%

52%

58%

58%

66%

11%

4%

9%

9%

14%

9%

13%

12%

29%

38%

44%

36%

34%

33%

29%

22%

N=731

N=47

N=32

N=47

N=98

N=89

N=168

N=246

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

必要だと思う 必要だと思わない どちらとも言えない・

わからない
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【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性（区域別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の必要性（区域別）は、河内、大宝、さくら坂・鈴

美台の必要性が高い。

59%

65%

42%

72%

31%

68%

71%

11%

9%

22%

9%

19%

9%

4%

29%

27%

36%

19%

50%

23%

25%

N=731

N=79

N=81

N=43

N=115

N=261

N=136

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

石川

白木

河内

中村

大宝

さくら坂・鈴美台

必要だと思う 必要だと思わない どちらとも言えない・

わからない

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要性（手段別）】

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用の必要性（手段別）は、カナちゃんバスを利用した

人、やまなみタクシーを利用した人ともに必要性の割合が高い。

85%

94%

3%

12%

6%

N=147

N=16

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カナちゃんバス

やまなみタクシー

必要だと思う 必要だと思わない どちらとも言えない・

わからない
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思う理由（問 15）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思う理由は、「高齢者をはじめとする住民生活の

移動を確保するため」の割合が最も高い。次いで、「家族に負担をかけずに、１人で出かける

ため」であった。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思う理由（複数回答）】

28%

17%

88%

14%

25%

4%

43%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身が利用するため

自分の家族が利用するため

高齢者をはじめとする

住民生活の移動を確保するため

町内での交流を促進するため

町内を活性化させるため

地球環境を守るため

家族に負担をかけずに、

１人で出かけるため

その他

【必要な理由】 N=432

■カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思わない理由（問 16）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思わない理由は、「自分で車を運転できるから」

の割合が最も高い。次いで、「これ以上の税金投入はやめるべきであるから」であった。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの必要と思わない理由（複数回答）】

59%

22%

1%

35%

45%

17%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で車を運転できるから

家族の人が送迎してくれるから

外出しないから

利用しなくても生活できるから

これ以上の税金投入は

やめるべきであるから

町以外の交通機関で

十分対応できるから

その他

【必要ない理由】 N=113
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■カナちゃんバス・やまなみタクシーにおける自由意見（問 17）

・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行について、「カナちゃんバス・やまなみタクシーを

利用したことがある人」は、「運行に肯定的な意見」の割合が 90％を占めている。

・「利用したことがない人」も「運行に肯定的な意見」の割合が 78％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの自由意見数】

（回答数：762 人 自由意見数：294 人 自由意見率：39％）

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの利用有無別の運行の肯定・否定の意見割合】

運行肯定の意見数 運行否定の意見数 どちらでもない 合計

利用あり 74 0 8 82

利用なし 154 25 18 197

利用不明 9 3 3 15

計 237 28 29 294

90%

78%

60%

81%

13%

20%

10%

10%

9%

20%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり

利用なし

利用不明

計

運行肯定の意見数 運行否定の意見数 どちらでもない
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・カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行について、「カナちゃんバス・やまなみタクシーを

利用したことがある人」は、「継続運行」が 36％、「将来利用したい」が 11％、「運行内容等

の見直し・要望等条件付き運行継続」が 46％を占めている。

・「利用したことがない人」は、「継続運行」が 14％を占め、「将来利用したい」が 38％、「運

行内容等の見直し・要望等条件付き運行継続」が 44％を占めている。

【カナちゃんバス・やまなみタクシーの運行肯定の意見】

運行継続
将来

利用したい
運行内容
見直し

運行ルート
要望

バス停・停留所
の変更

周知強化
回数券等
の発行

車両サイズ
見直し

料金等
の要望

鉄道駅
と接続

金剛バス
と連携

デマンド交通
の導入

その他 計

利用あり 27 8 12 2 3 2 4 1 2 3 3 2 5 74

利用なし 22 58 24 5 2 9 5 5 1 8 2 6 7 154

利用不明 1 5 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 9

計 50 71 36 7 5 11 10 7 3 11 5 9 12 237

運行継続, 36%

14%

11%

21%

将来利用したい, 11%

38%

56%

30%

運行内容見直し, 16%

16%

15%

3%

3%

3%

4%

1%

2%

3%

6%

5%

5%

3%

11%

4%

1%

3%

11%

3%

3%

1%

1%

4%

5%

5%

4%

1%

2%

3%

4%

11%

4%

7%

5%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用あり

(n=74)

利用なし

(n=154)

利用不明

(n=9)

計

(n=237)

運行継続 将来利用したい 運行内容見直し 運行ルート要望 バス停・停留所の変更

周知強化 回数券等の発行 車両サイズ見直し 料金等の要望 鉄道駅と接続

金剛バスと連携 デマンド交通の導入 その他

28



【
運

行
肯

定
意

見
：
運

行
継

続
5
0
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
石
川

な
し

3
0
代

高
齢
化

が
進
む
中
で
、
と
て
も
良

い
取

り
組
み
だ
と
思

う
。

し
か
し
、
自
家
用
車

を
運
転

す
る
者

と
し
て
一

言
…

…
。
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
が
走

っ
て
い
る
の
を
よ
く
見

か
け
る
が
、
他

車
を
優

先
す
る
こ
と
な
く
（
脇
道

か
ら
出
よ
う
と
し
て
い
る
車
を
入
れ
な
い
等
）
走
っ
て
お
り
、
町
の
看
板

と
し
て
走
っ
て
い
る
自
覚
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は

、
今
後
検
討

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思

う
。
思

い
や

り
の
あ
る
運

転
を
し
て
ほ
し
い
し
、
安
全
に
運
転

し
て
ほ
し
い
。

2
石
川

な
し

5
0
代

採
算

を
考
え
ず
続
け
る
べ
き
。
運

賃
1
0
0
円
な
の
だ
か
ら
当

然
。

3
石
川

な
し

7
0
代

以
上

高
齢
者

に
は

必
要
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
赤

字
で
正
直
驚
き
ま
し
た
。
良

い
意
見
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
検
討

す
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す

。

4
白
木

な
し

6
0
代

車
や
家
族
の
人
な
ど
に
送
迎

し
て
も
ら
え
な
い
人

に
は
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。

5
河
内

な
し

1
0
代

車
を
運
転

で
き
な
い
方
々

の
た
め
に
、
運

行
は

続
け
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。
年

金
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
か
ら
運

賃
を
取

る
の
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
コ
ス
ト
を
下
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
？
考
え
て
ほ
し
い
。

町
会
議
員
が
多
す
ぎ
る
。
（
狭
い
町

な
の
に
）

6
河
内

な
し

3
0
代

高
齢
者

の
方
に
は
あ
り
が
た
い
移
動
手
段
だ
と
思
い
ま
す

。

7
河
内

な
し

4
0
代

乗
り
あ
わ
せ
で
使
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
必

要
な
便
は

運
行
を
続

け
て
も
ら
い
た
い
で
す

。
高

齢
者
・
限

界
集

落
も
顔

を
合
わ
せ
る
機
会

に
な
り
ま
す

。

8
中
村

な
し

4
0
代

自
分
自
身
は
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
が
（
自
家
用
車
利
用
）
、
高

齢
者
が
ま
す
ま
す
増

え
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
利
用
者

を
中
心

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

切
に
願
い
ま
す

。

9
中
村

な
し

5
0
代

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
で
オ
ー
ク
ワ
で
買

い
物

…
、
た
く
さ
ん
の
声

を
聞

い
て
い
ま
す
。
今

自
動

車
を
運

転
し
て
利

用
し
て
い
な
く
て
も
、
車
の
免
許

が
不
必
要

に
な
る
年
代

が
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
と
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー

を
維
持
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
、
今

は
人

数
の
少

な
い
状

況
で
も
、
人
々
の
認
識
と
相

ま
り
、
価
値
が
生
ま
れ

る
の
で
は

…
。
1
0
年
先

は
き
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
！

1
0

中
村

な
し

7
0
代

以
上

現
状

で
の
廃
止

は
、
今
後

の
高
齢
化
を
考

え
る
と
時

期
尚

早
。

1
1

大
宝

な
し

3
0
代

私
自
身

は
ま
だ
利
用

し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ

ん
が
、
近

隣
の
高

齢
の
方
々
や

免
許

不
保

持
の
方

、
足

の
不
自
由
な
方
に
と
っ
て
、
と
て
も
便
利

で
画
期
的

な
移
動
手
段
な
た
め
、
本
数

を
減
ら
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
廃
止

に
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

1
2

大
宝

な
し

4
0
代

高
齢
者

の
方
が
増
え
（
私
の
両
親

も
河
南
町
在
住
で
す

）
、
娘

が
中
学
校
に
通
い
始

め
、
雨
の
日

の
送

迎
な
ど
、
仕

事
で
無

理
な
時
な
ど
利
用

で
き
た
ら
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
本
数

が
増
え
る
と
乗

り
や
す
い
で
す
が
、

利
用
者
数
や
低
価
格

の
現
状

だ
と
難

し
い
の
か
な
と
思

い
ま
す

。
実
際

に
乗
っ
た
マ
マ
友
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
が
親

切
に
教

え
て
く
れ
た
し
、
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
私

も
ぜ

ひ
乗
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

。

1
3

大
宝

な
し

4
0
代

高
齢
者

（
運
転

で
き
な
い
人
）
に
と
っ
て
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は

必
要

性
を
感

じ
ま
す
が
、
収

支
を
見

る
と
厳

し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
、
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
主
に
高
齢
者

、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
中
学
生

や
子

ど
も
や
定
期
的

に
か
な
ん
ぴ
あ
や

買
い
物

に
利

用
す

る
人

に
特

化
す

る
な
ど
し
て
は

ど
う
か
と
思

い
ま
す

。

1
4

大
宝

な
し

5
0
代

中
学
生

の
子
ど
も
が
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

。
時

間
が
読

め
る
の
で
、
安

心
し
て
利
用
さ
せ
ら
れ
ま
す

。

1
5

大
宝

な
し

5
0
代

大
宝

か
ら
役
場
に
行

く
た
め
の
公
共
交
通
機
関
が
な
い
の
で
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
は

必
要
だ
と
思

う
。

1
6

大
宝

な
し

6
0
代

高
齢

に
な
っ
て
自
分

の
運
転

に
自

信
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等

で
事

故
等
も
多
く
発

生
し
、
よ
り
不

安
で
す

。
高

齢
者
だ
け
の
家
庭

で
は

、
病
院

へ
の
通
院

、
買
い
物
等

、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー

の
必
要
性

が
高

ま
る
と
思
い
ま
す
。
廃
止
に
な
ら
な
い
よ
う
希

望
し
ま
す

。

1
7

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

利
用
者

が
増
え
て
き
て
い
る
（
少

し
ず
つ

）
と
聞

い
て
い
ま
す

。
経
費
削
減

を
考

え
な
が
ら
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
を
是

非
継

続
し
て
く
だ
さ
い
。

1
8

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

2
0
代

元
々
不
便
な
立
地
な
の
で
、
移
動
手
段

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
方

が
い
い
。
高

齢
者
が
運

転
す
る
機

会
も
減
ら
せ
る
し
、
安

全
に
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家
族

も
安
心
で
き
る
と
思
う
。

1
9

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

5
0
代

自
分
自
身
は
車
で
通

勤
・
買
い
物

に
行
く
日
常
で
す
が
、
自

分
で
運

転
し
て
外

出
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
子
ど
も
や

お
年
寄
り
な
ど
）
に
と
っ
て
は

、
必
要

な
住
民

サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す

。
そ
の
た
め
に
1
人
あ
た
り

2
0
0
0
円

く
ら
い
ま
で
の
負
担

は
仕
方
が
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す

。

2
0

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

6
0
代

金
剛

バ
ス
が
増
便

し
な
い
の
な
ら
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や

ま
な
み
タ
ク
シ
ー
の
存

在
は
あ
り
が
た
い
で
す

。
問

1
3
で
「
利
用

者
が
少
な
い
場
合

」
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
高
齢
化

し
て
い
く
こ
の
町
で
「
利
用
者

が
多
く
な
る
」
こ
と
を
前
提

に
動
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
ぜ

利
用
し
な
い
の
か
を
重
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
赤

字
の
よ
う
で
す
の
で
、
担

当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は

大
変
お
世
話

に
な
り
ま
す
が
（
廃
止

の
検

討
で
な

く
、
ど
う
す
れ

ば
利
用
者

が
増
え
る
か
を
考

え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は

、
重
々
承
知

の
上
で
）
、
バ
ス
の
台

数
を
増

や
す
な
ど
の
こ
と
も
含
め
、
お

考
え
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

2
1

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

7
0
代

以
上

継
続

し
て
く
だ
さ
い
。
大
事

な
こ
と
で
す

。

2
2

-
な
し

6
0
代

こ
れ
か
ら
5
年
1
0
年

後
を
考
え
て
、
運

営
を
お

願
い
し
た
い
。
例

え
ば

、
往

復
で
4
0
0
円

と
な
っ
て
も
、
週

1
日

2
日
程

度
の
利
用
な
の
で
、
特
に
負
担

に
な
ら
な
い
。
便
利

を
優
先

し
て
運
行

し
て
ほ
し
い
。

2
3

白
木

あ
り

6
0
代

1
0
0
円

で
利
用

で
き
る
な
ん
て
助
か
り
ま
す

。

2
4

白
木

あ
り

7
0
代

以
上

病
院

へ
行
く
の
が
あ
り
が
た
い
。

2
5

白
木

あ
り

7
0
代

以
上

今
の
ま
ま
で
良
い
。

2
6

河
内

あ
り

5
0
代

孫
と
か
な
ん
ぴ
あ
に
行
く
の
に
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
利
用
。
実

家
に
行

く
の
に
、
や

ま
な
み

タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

2
7

河
内

あ
り

7
0
代

以
上

運
行

を
廃
止

し
な
い
こ
と
。

2
8

河
内

あ
り

7
0
代

以
上

交
通
機
関
の
な
い
と
こ
ろ
、
今
後
高

齢
化
の
進

む
中

に
お

い
て
も
、
是

非
と
も
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

2
9

中
村

あ
り

2
0
代

家
で
一
人

で
い
る
時

に
小
学
校
や

役
場
な
ど
に
行

く
時

に
便

利
な
の
で
、
運

行
を
続

け
て
ほ
し
い
で
す

。

3
0

大
宝

あ
り

2
0
代

た
ま
に
、
時
間
通
り
に
バ

ス
停
に
来
ず

、
困

る
。
け
れ
ど
も
、
雨

の
日

は
外

出
が
難

し
い
の
で
、
助

か
っ
て
い
ま
す
。

3
1

大
宝

あ
り

3
0
代

子
ど
も
達
だ
け
で
お

つ
か
い
が
で
き
る
こ
と
が
自

立
に
つ

な
が
る
便

利
な
点

か
ら
、
ぜ

ひ
、
運
行
廃
止

に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
い
ま
す
。
そ
の
他
、
か
な
ん
ぴ

あ
で
の
ス
イ
ミ
ン
グ
に
子
ど
も
達
だ
け
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
、
習
い
事
を
や
ら
せ
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

3
2

大
宝

あ
り

4
0
代

河
南
町

に
引
っ
越
し
て
き
て
、
不

便
だ
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す

。
私

は
電
動
自
転
車
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
移

動
す
る
こ
と
が
多
い
け
ど
、
バ
ス
は
お
年
寄

り
に
は
安
全

だ
し
、
安
価

だ
し
、
あ
る
と
心
強
い
と
思
い
ま
す

。
少
々
不
便
で
も
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
が
あ
れ
ば

助
か
る
！
な
ん
と
か
運
行
を
継

続
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。

3
3

大
宝

あ
り

4
0
代

常
に
利
用

す
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
移

動
手

段
が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
気

持
ち
の
持
ち
方

も
違

っ
て
く
る
と
思

う
の
で
、
な
る
べ
く
続
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す

。

3
4

大
宝

あ
り

5
0
代

廃
止

に
な
っ
て
は

困
る
の
で
、
贅

沢
な
こ
と
は

言
え
な
い
。

少
し
バ

ス
の
乗
り
降

り
の
ス
テ
ッ
プ
が
怖

い
。

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。

3
5

大
宝

あ
り

5
0
代

廃
止

さ
れ
た
り
縮
小

さ
れ

る
の
は

困
る
の
で
、
存
続
し
て
ほ
し
い
。

3
6

大
宝

あ
り

5
0
代

自
分

で
車
の
運
転
が
で
き
な
い
の
で
、
家
族
に
乗

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

。
家

族
の
者
が
都

合
の
悪

い
時
に
利

用
さ
せ

て
も
ら
い
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

3
7

大
宝

あ
り

6
0
代

母
や
運
転
免
許

が
な
い
た
め
、
買

い
物
・
役

場
へ

の
移

動
に
大

変
重

宝
し
て
お

り
ま
す
。
な
く
な
れ
ば
タ
ク
シ
ー
に
頼

る
し
か
な
く
、
多
分
出
か
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
継
続

を
お

願
い
し
ま
す

。

3
8

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

便
利

に
利
用

し
て
い
ま
す

。
継
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

3
9

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

満
足

し
て
い
ま
す
。

4
0

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

年
を
と
り
ま
す
と
、
出
か
け
る
の
に
た
め
ら
い
、
ま
た
、
家
に
車

が
あ
っ
て
も
、
家

族
に
い
ち
い
ち
乗

せ
て
も
ら
う
の
も
気

を
遣

い
ま
す
し
、
こ
ん
な
時
な
ど
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
で
と
思
い
、
行
け
る
便
利

さ
を
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま

す
。

4
1

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は
い
つ
も
、
か
な
ん
ぴ

あ
、
買

い
物

と
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す

。
た
だ
、
運
行
表

の
時
刻

を
考
え
直
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す

。

4
2

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
！
今
後

利
用
い
た
し
ま
す
。

4
3

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は
利
用

さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す

。
助

か
っ
て
お

り
ま
す

。
今
後
も
続

け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

万
代

を
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
時
間

（
買
い
物

し
て
い
る
時

間
）
が
少

し
短

い
の
が
慌
た
だ
し
い
。
（
1
時

間
で
戻

る
）

4
4

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

1
0
代

通
学

の
た
め
、
よ
く
利

用
し
て
い
ま
す

。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

。

4
5

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

1
0
代

河
南
中

ま
で
の
通
学

に
利
用
し
ま
す
。
雨
の
日

（
朝

降
っ
て
い
た
時

は
特

に
）
、
帰

り
の
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
は

満
員
で
、
乗

れ
な
い
こ
と
も
多
い
で
す

。
わ
ざ
わ
ざ
「
か
な
ん
ぴ

あ
」
ま
で
走
っ
て
、
先
に
乗
っ
て
お
か
な
い
と
、

役
場

か
ら
で
は

乗
れ

ま
せ
ん
。
雨
の
日

は
便
を
増
や

す
な
ど
、
通

学
の
時

間
帯
だ
け
で
も
し
て
も
ら
え
る
と
、
大
変
助
か
り
ま
す

。

4
6

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

4
0
代

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
を
利
用
し
た
時

に
感

じ
た
こ
と
で
す
が
、
乗

り
降

り
の
際
、
特
に
乗

る
時

、
お

金
を
支

払
い
に
行
き
席

に
着

く
の
に
、
前
後

の
移
動

（
1
人
に
か
か
る
何
分
間
を
、
2
人
目

の
人
は
待
っ
て
次
に
乗
り
前
へ
行
っ

て
後
ろ
へ
行
き
、
3
人

目
が
乗
る
、
と
い
っ
た
行

っ
た
り
来

た
り
）
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
改

善
で
き
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
予
算

の
関

係
で
無
理

な
ら
、
そ
の
ま
ま
で
も
便
利
が
良
い
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

4
7

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

4
0
代

高
齢
者

の
生
活

の
足

と
し
て
必

要
だ
と
思
う
。

4
8

さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

4
0
代

南
部
方
面
が
毎
日
運

行
に
な
り
、
中
学
か
ら
の
登
下
校
等

、
と
て
も
便

利
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高

齢
者
の
方

に
は

、
な
く
て
は
な
ら
な
い
移
動
手
段
な
の
で
、
廃
止
に
は

絶
対
反
対
で
す

。
利
用
料

も
、
距

離
数
に
よ
り
少
し

値
上

げ
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
？

金
剛
バ
ス
は

高
す

ぎ
る
！
の
で
。

4
9

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

河
南
町

で
住
み
続
け
る
た
め
に
は

、
車

は
必

須
で
す

。
近

い
将

来
、
車

に
乗

れ
な
く
な
っ
た
時

の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
で
す
。
病
院

・
買
い
物
は
最

低
限
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
現
状
維
持
は

勿
論
、
今
以
上
に
便
利
に
な
る
よ
う
、
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

5
0

-
-

-
足
が
悪
い
の
で
、
バ

ス
は
利
用
で
き
な
い
。
長

い
こ
と
歩

け
な
い
（
杖

）
。
や

ま
な
み
タ
ク
シ
ー

は
こ
れ
か
ら
利

用
し
た
い
。
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【
運

行
肯

定
意

見
：
将

来
利

用
し
た
い

7
1
件
】

※
利

用
：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が

あ
る
か

、
な
い
か

居
住

地
利

用 ※
年

齢
問
1
7

意
見

・
感

想

1
石

川
な
し

3
0
代

高
齢

者
や

子
ど
も
に
は

必
要

な
サ
ー

ビ
ス
だ
と
思

い
ま
す

。
私
は

ま
だ
利
用

し
た
こ
と
は

な
い
で
す
が
、
い
ず
れ
は

利
用

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

2
石

川
な
し

5
0
代

今
は

ま
だ
自

分
で
車

の
運

転
も
で
き
る
が
、
老
い
て
き
た
ら
バ
ス
な
ど
必
要

と
な
る
の
で
、
最

小
限

必
要

な
手
段

と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思

う
。

3
石

川
な
し

6
0
代

今
は

自
分

で
車

の
運

転
が
で
き
る
か
ら
い
ら
な
い
と
思
う
が
、
自

分
が
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
ら
利
用

し
た
い
と
思
う
。
で
も
、
料

金
が
高

か
っ
た
ら
利

用
で
き
な
い
と
思
う
。

4
石

川
な
し

7
0
代

以
上

今
の
と
こ
ろ
車

に
乗

っ
て
お

り
ま
す
が
、
も
う
す
ぐ
運

転
で
き
な
く
な
る
の
で
、
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
は

利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

5
白

木
な
し

6
0
代

現
在

は
必

要
か
ど
う
か
、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
が
、
先
、
自
分

で
運
転

で
き
な
い
と
思
っ
た
ら
必
要

と
思

う
。

6
河

内
な
し

6
0
代

現
在

は
車

で
移

動
し
て
い
ま
す

が
、
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
ら
移

動
に
不
安

が
あ
り
ま
す

。
山

間
地

域
へ

の
移

動
販

売
、
ま
た
は

看
護
師

の
訪
問
検
診

が
あ
れ
ば
と
思
う
。

7
河

内
な
し

7
0
代

以
上

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

が
あ
る
こ
と
は

、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

。
私
も
来
年

は
免
許
証

を
返
す
予
定

で
す
の
で
、
大

い
に
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す

。

8
河

内
な
し

7
0
代

以
上

私
は

青
崩

地
区

の
住

民
で
す

。
現

在
、
常

時
利

用
さ
れ
て
い
る
の
は

4
～
5
名

で
す

。
そ
の
他
の
方
は
、
本
人

ま
た
は

家
族

が
運
転

さ
れ
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
の
利
用

は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
用
が
伸
び

な
い
の
は

、
ま
さ
に
そ
れ

が
理

由
で
す

。
問
1
1
や

1
2
の
項
目

に
は

無
関
係

で
す

。
我
が
地

区
で
本
当

に
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
が
必
要

と
な
る
の
は

、
5
～
1
0
年

後
で
す

。
今
は

経
費
を
抑
え
て
。
今
後
、
長
い
ス
パ
ン
で
見

て
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
ま
す

。

9
中

村
な
し

2
0
代

今
は

必
要

と
し
な
い
が
、
年

を
取

る
と
必
要

に
な
る
と
思
う
。

1
0

中
村

な
し

4
0
代

と
て
も
良

い
企

画
だ
と
思

い
ま
す

が
、
費
用

の
面
と
合
致

し
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す

。

利
用

の
多

い
ル
ー

ト
や

時
間

帯
・
曜

日
を
重
視

す
る
こ
と
は

、
利

益
に
走
る
と
い
う
か
、
根

本
的

に
不
平
等

に
な
っ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。

近
い
将

来
、
利

用
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
の
で
、
何
と
か
よ
い
方
向

に
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

。
（
そ
の
方

法
が
思

い
つ

か
な
い
の
が
残
念
で
す

）

1
1

中
村

な
し

5
0
代

今
は

ま
だ
自

分
一

人
で
行

動
で
き
ま
す
が
、
車
の
運
転

が
不
安

な
年
齢

に
な
っ
て
き
た
ら
、
活
用

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

1
2

中
村

な
し

5
0
代

今
は

必
要

と
感

じ
な
い
が
、
将

来
夫

も
私
も
年
を
取

っ
た
ら
、
必

要
に
な
る
と
思

い
ま
す

。

1
3

中
村

な
し

6
0
代

家
の
前

を
空

車
の
タ
ク
シ
ー

が
通
る
の
を
見
る
と
、
無
駄

な
よ
う
な
気
が
し
ま
す

。
運
転

が
で
き
な
く
な
る
と
必
要

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

1
4

中
村

な
し

6
0
代

今
自

分
で
車

を
運

転
し
て
、
ど
こ
で
も
好
き
な
時
に
行
け
る
の
で
、
利
用

す
る
機
会

が
な
い
。
で
も
、
い
つ

か
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
買
い
物

や
友
人
宅

へ
行
く
の
に
利

用
し
た
い
な
ぁ
と
は

思
っ
て
い
ま
す

。
た
だ
、

現
状

は
空

車
で
走

ら
れ

て
い
る
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
と
は

思
っ
て
い
ま
す

。

1
5

中
村

な
し

7
0
代

以
上

現
在

7
0
歳

。
車

に
乗

っ
て
い
ま
す

。
こ
の
先
ど
こ
ま
で
運
転

で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
は

い
ず
れ

乗
る
と
思
い
ま
す

。

1
6

中
村

な
し

7
0
代

以
上

現
状

は
、
収

支
は

と
れ

て
い
な
い
。
も
っ
と
回
数

を
減
に
考
慮

し
、
経
費

を
考

え
る
べ
き
と
思

い
ま
す

。
（
現

在
は

バ
ス
が
ガ
ラ
ガ
ラ
で
す

）
現

在
の
と
こ
ろ
利

用
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
高
齢

で
自

動
車

免
許

証
返

却
の
時

、
利
用

さ
せ

て
も
ら
う
か
も
。

1
7

中
村

な
し

7
0
代

以
上

運
転

で
き
な
い
年

齢
に
な
っ
た
ら
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
は

、
少
々
運
賃

が
上
が
っ
て
も
、
必
要

だ
と
思
い
ま
す

。
生
活
す
る
の
に
、
万
代
・
オ
ー
ク
ワ
は

停
留

所
と
し
て
必
要
で
す

。

1
8

大
宝

な
し

6
0
代

今
後

年
を
重

ね
、
免

許
返

上
の
折

に
は
、
買
い
物

、
役
所

、
病

院
等

、
重
要

な
住
民

の
足

と
な
り
得
る
も
の
と
思
い
ま
す

。
現
時

点
で
も
高
齢
化

の
波
は
、
大
宝

を
問
わ
ず

、
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
す

。
廃
止
す
る
こ
と
な

く
継

続
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す

。

1
9

大
宝

な
し

6
0
代

車
が
運

転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
利
用

し
ま
す

。

2
0

大
宝

な
し

6
0
代

現
在

は
運

転
で
き
て
い
る
の
で
、
利

用
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
で
き
な
く
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
ま
す
。
利
用
が
少

な
い
と
存
続

が
難
し
く
な
る
の
で
は
と
心

配
し
な
が
ら
、
カ

ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
見

て
い
ま
す

。

2
1

大
宝

な
し

6
0
代

車
に
乗

ら
な
く
な
っ
た
時

に
、
必
要

に
な
る
と
思
う
。

2
2

大
宝

な
し

6
0
代

一
度

も
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
個

人
的

に
は
、
車
の
免
許

を
返
却

し
た
時

必
要

で
す

。
利

用
し
て
い
る
人
の
意
見
は

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す

。
ま
た
、
高

齢
者

の
移
動
に
は

、
駅
（
例

え
ば

、
喜

志
駅

、
富

田
林

駅
と
か
）
へ

の
直
通

も
、
金

剛
バ

ス
の
合

間
に
あ
れ
ば

と
思
い
ま
す

。
（
河
南
町

に
は

鉄
道

の
駅

が
な
い
た
め
）

2
3

大
宝

な
し

6
0
代

将
来

免
許

を
返

納
し
た
時

必
ず
必

要
に
な
る
の
で
、
よ
り
自

家
用

車
に
近
い
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
な
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

に
な
れ

ば
と
願

っ
て
い
ま
す

。

2
4

大
宝

な
し

6
0
代

今
は

ま
だ
運

転
免

許
が
あ
る
た
め
利

用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
将

来
は
バ

ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。

2
5

大
宝

な
し

6
0
代

今
は

ま
だ
自

分
で
運

転
で
き
る
の
で
す
が
、
も
う
少

し
年
を
取
る
と
利
用

し
た
い
と
思
う
の
で
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
及
び
や

ま
な
み

タ
ク
シ
ー
は

残
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す

。
私
の
思
い
と
同
じ
方
も
、
他
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は

…
。

2
6

大
宝

な
し

6
0
代

現
在

は
自

家
用

車
で
移

動
が
可

能
で
あ
る
の
で
必
要

と
思
わ
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
将

来
（
自
分

で
運

転
し
て
出
か
け
る
こ
と
が
不

可
能

に
な
っ
た
時
）
を
考

え
る
と
、
い
ず

れ
必
要
に
な
る
時
が
来
る
と
思
う
の
で
、
存
続

は
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
特

に
、
河

南
町

内
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
や

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
役
場

、
公
の
場

所
な
ど
へ

の
移
動
手
段

は
必
要

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
大
い
に
思

う
。

2
7

大
宝

な
し

6
0
代

今
は

自
動

車
を
運

転
で
き
る
の
で
カ
ナ

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
必

要
と
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
先

運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
利
用

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

2
8

大
宝

な
し

6
0
代

収
支

状
況

を
知

り
、
驚

き
ま
し
た
。
い
つ
か
廃
止

に
な
る
の
で
は

と
不
安

で
す

。
こ
れ
ま
で
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

は
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
将

来
頼

る
時
も
多

く
な
る
と
考
え
ま
す

。
ど
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ

ア
や

意
見

を
参

考
に
し
て
、
続

け
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

2
9

大
宝

な
し

6
0
代

一
度

利
用

し
て
み

た
い
と
思

い
な
が
ら
機
会

が
な
く
、
つ
い
車
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
将

来
的

に
車
に
乗

れ
な
く
な
っ
た
ら
便
利

だ
と
思
う
の
で
、
継

続
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

3
0

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

私
は

現
在

7
9
歳

。
主

人
8
0
歳

の
運

転
で
、
今
の
と
こ
ろ
は

買
い
物
や
病
院
通

い
は

ど
う
に
か
間
に
合
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
の
は
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は

絶
対

必
要

で
す

。
で
も
、

買
い
物

は
ゆ
っ
く
り
と
品

物
を
見

て
、
安
く
て
安
全

な
物
を
買
い
た
い
た
め
、
時

間
に
余
裕

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

3
1

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

現
在

元
気

で
、
車

で
移

動
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
絶

対
利

用
し
た
い
の
で
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
2

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

現
在

我
が
家

は
8
0
歳

（
車

運
転
可

）
、
7
9
歳
（
運

転
不

可
）
の
夫

婦
二

人
暮

ら
し
で
す

。
近

い
将
来

、
必

ず
運
転

で
き
な
く
な
り
ま
す

。
歩
い
て
行

け
る
所
で
買

い
物
は
ほ
と
ん
ど
不
可
。
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は
あ
り
が
た
い
存

在
と
思

い
ま
す

。
元

気
で
利

用
で
き
る
う
ち
に
一

度
利

用
し
て
み

な
く
て
は

、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3
3

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

数
年

で
免

許
証
を
返

納
す

る
た
め
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
は

、
料

金
が
高
く
な
っ
て
も
続
け
て
ほ
し
い
。

3
4

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

将
来

、
車

を
運

転
で
き
な
く
な
る
時
が
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
存
続

を
望

む
と
こ
ろ
で
す

。

3
5

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

自
家

用
車

で
動

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
利

用
し
た
い
か
ら
。

3
6

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

車
の
運

転
も
一

年
く
ら
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
は
必

要
不

可
欠

と
な
る
た
め
、
ぜ

ひ
継
続

を
希

望
し
ま
す

。

3
7

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

近
い
将

来
に
は

こ
の
制

度
を
必

ず
利

用
し
ま
す
の
で
、
よ
り
充
実

し
た
も
の
を
お

願
い
し
ま
す
。

3
8

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

高
齢

化
に
よ
り
来

年
よ
り
免

許
証
の
返
納

を
考
え
て
い
ま
す

。
そ
の
た
め
に
は

、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
制
度

は
な
く
て
は

な
ら
な
い
手
段

で
す

。
多

少
料

金
が
値
上

が
り
し
て
で
も
利
用
す
る
予

定
で
す

。
大

い
に
期
待
し
て
い

ま
す

。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

。

3
9

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

自
家

用
車

の
運

転
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
の
貴
重

な
足
と
な
る
。

4
0

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

町
内

を
走

行
中

の
バ

ス
に
人

が
乗

っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
運

行
経

費
と
利

用
者

数
の
関
係

に
疑
問

を
感
じ
る
。
現

状
に
お

い
て
は

、
も
う
少
し
運

行
回

数
を
減
ら
す

等
、
効
率
性

も
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
も
思

い
ま
す

。

将
来

的
に
は
利

用
者

と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
双
方

と
も
に
歩
み
寄
る
こ
と
も
必
要

で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す

。

4
1

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

利
用

し
て
い
る
知

人
に
よ
る
と
、
買
い
物
し
て
い
る
時
間

が
短
す

ぎ
る
と
の
こ
と
で
す

。
今

車
に
乗

っ
て
い
ま
す

が
、
私

も
近

い
う
ち
に
利
用

さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
、
気

に
し
て
い
る
の
で
す

。

4
2

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

将
来

的
に
は
利

用
す

る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
制

度
自

体
は
残

し
て
ほ
し
い
。

4
3

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

現
在

車
に
乗

れ
て
い
ま
す

。
7
7
歳
。
今
は
利
用

し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
も
う
す
ぐ
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

。
こ
の
ま
ま
続
け
て
運

行
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

。

4
4

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

現
在

運
転

可
能

で
、
自

家
用

車
で
移
動

し
て
い
る
の
で
利
用

し
て
い
な
い
が
、
近
い
将

来
必

要
と
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
5

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

今
は

車
に
乗

っ
て
い
ま
す

が
、
い
ず

れ
乗
れ
な
く
な
っ
た
時
の
移
動

は
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す

。

4
6

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

今
は

主
人

を
介

護
し
て
い
る
の
で
車

が
な
い
と
不

便
で
す
が
、
自
分

も
7
0
歳

を
超
え
て
い
る
の
で
、
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
ら
絶

対
必

要
に
な
り
ま
す

。

4
7

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

4
0
代

今
の
自

分
の
状

況
で
は

、
利

用
の
機
会

は
少
な
い
と
思
う
が
、
車
や
バ
イ
ク
・
自
転
車

で
の
移
動

が
困
難

に
な
っ
た
時

に
は
利

用
し
た
い
と
思
う
。
町
内
の
公

共
交

通
機

関
が
金
剛
バ
ス
の
み
で
は

、
利

用
時

間
が
限

ら
れ

た
り
、
運

賃
も
高

く
、
利

用
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

4
8

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

4
0
代

年
を
取

っ
た
ら
利

用
し
た
い
。
お

年
寄

り
に
は

必
要

。
金
剛

バ
ス
は
高
い
し
。

4
9

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

5
0
代

金
剛

バ
ス
は

国
の
補

助
金

の
せ
い
で
、
あ
ん
な
に
利
用
者

が
な
く
て
も
成
り
立

っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
ま
ま
金
剛

バ
ス
し
か
な
け
れ
ば

、
河
南
町

の
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
と
思
う
。
う
ち
の
息
子
2
人
も
河
南
町

は
イ

ヤ
と
、
大

阪
へ

行
き
ま
し
た
。

カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や

ま
な
み

タ
ク
シ
ー
は

、
車
の
運
転

が
で
き
な
く
な
っ
た
時

は
必
要

で
す

が
、
不
便

す
ぎ
る
。

5
0

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

5
0
代

自
家

用
車

、
自

分
の
力

で
移

動
す

る
こ
と
が
で
き
て
今
は
必
要

な
い
け
ど
、
や

は
り
、
将

来
車

を
運
転

で
き
な
い
時
が
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
頃
、
バ

ス
か
タ
ク
シ
ー

、
移
動
手
段

が
な
い
と
不

便
だ
と
思
う
。
現
在
利
用
数

が
少

な
い
と
、
近

い
将

来
廃

止
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

そ
れ
で
困
る
。

5
1

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

5
0
代

河
南

町
で
生

活
す

る
上

で
、
自

動
車

は
移

動
手

段
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
物

で
す
が
、
年

を
取
る
と
自
分

で
運
転

で
き
な
く
な
り
ま
す

。
一
人
で
出

か
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば

、
も
っ
と
便
利
な
所
へ
引
っ
越

さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
と
思

い
ま
す

。
河
南
町

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
少
し
で
も
長
く
で
き
る
こ
と
で
、
人

口
減

少
に
歯

止
め
が
か
か
る
と
思
い
ま
す

。

5
2

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

6
0
代

今
は

車
で
外

出
で
き
ま
す

が
、
近
い
将
来
高
齢
者

に
な
っ
た
時

、
車
に
乗
れ

な
く
な
り
、
移

動
す
る
た
め
に
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ
ス
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す

。
廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。

5
3

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

6
0
代

今
は

ま
だ
自

分
で
運

転
し
て
い
ま
す

が
、
運
転

で
き
な
く
な
っ
た
ら
利
用

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

。

5
4

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

6
0
代

自
分

が
年

を
取

っ
て
車

の
運

転
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
家
族

が
い
れ
ば

送
迎

も
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
夫

婦
二

人
だ
と
、
タ
ク
シ
ー

で
は

高
す
ぎ
る
し
、
絶
対
あ
っ
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
す

。

5
5

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

6
0
代

現
在

は
ま
だ
利

用
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
は

お
世
話

に
な
る
と
思
い
ま
す

。
か
な
ん
ぴ
あ
を
ほ
ぼ
毎
日

（
月
曜
以
外

）
利
用
し
て
い
る
が
、
も
う
少

し
バ
ス
の
便

数
を
増
や
し
て
も
ら
え
れ
ば

、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
も
バ
ス
の
利

用
者

も
増

え
る
の
で
は

と
思

い
ま
す

。
ま
た
、
来
年
度

に
は
図
書
館

も
移
転

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

5
6

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

な
し

7
0
代

以
上

現
在

は
利

用
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
い
ず
れ

高
齢

に
な
れ
ば

（
バ

イ
ク
が
運
転

で
き
な
く
な
れ

ば
）
利
用

さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

。
町

内
の
活

性
化
の
た
め
に
も
良
い
企

画
だ
と
思
い
ま
す

。
（
税
金

の
無
駄
遣

い
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
ね

）

5
7

-
な
し

3
0
代

今
の
と
こ
ろ
、
自

身
も
運

転
す
る
し
、
家
族

も
運
転

す
る
の
で
「
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
」
は
利
用

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
手
段

の
な
い
方
々

の
た
め
に
は

、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す

。

5
8

-
な
し

-
今

は
必

要
な
い
け
れ

ど
、
運

転
が
で
き
な
く
な
れ

ば
、
こ
こ
は

絶
対

必
要

だ
と
思
い
ま
す

。

5
9

石
川

あ
り

6
0
代

私
自

身
、
あ
と
1
0
年

後
に
は
必

要
な
バ
ス
で
あ
る
の
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
町

負
担

を
考
え
る
と
複
雑

で
す

。

6
0

中
村

あ
り

7
0
代

以
上

現
在

、
車

の
運

転
が
で
き
ま
す

が
、
い
ず
れ
で
き
な
く
な
る
時
が
来
る
の
で
、
続

け
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す

。

6
1

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

主
人

が
病

気
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
今
は
運
転

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
先

運
転

で
き
な
く
な
る
と
、
も
っ
と
利
用

し
た
い
で
す
。

6
2

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

現
在

は
免

許
証
と
自

家
用

車
が
あ
り
、
あ
ま
り
利
用

し
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

自
家

用
車

の
運

転
が
で
き
な
く
な
る
日
が
来

ま
す
の
で
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
必
要

と
な
り
ま
す

。
現
在
の
年
齢

8
5
歳

で
す

。

6
3

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

い
つ

免
許

証
を
返

上
す

る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ず

、
ぜ
ひ

継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

6
4

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

高
齢

化
に
な
り
つ

つ
あ
る
現

在
、
将

来
車

も
だ
め
（
運
転

）
に
な
る
と
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文

化
的

行
事

に
も
参
加

で
き
な
く
な
る
の
が
不
安

で
す

。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す

。
な
ん
と
か
存
続
し
て
ほ
し
い
で

す
。

6
5

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

問
1
4
の
必

要
な
交

通
機

関
と
思
う
か
に
つ
い
て
。

当
方

現
在

は
自

動
車

で
の
行

動
な
の
で
バ
ス
の
必
要
性

は
な
い
が
、
将

来
運

転
を
し
な
く
な
っ
た
場
合

を
考
え
る
と
、
買
い
物

等
に
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
が
重
要

な
交
通
手
段

と
な
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

6
6

さ
く

ら
坂

・
鈴

美
台

あ
り

6
0
代

今
は

自
家

用
車

を
運

転
で
き
る
が
、
い
ず
れ

免
許

証
を
返
納

す
る
時
が
来
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
時
は
大

い
に
利
用

し
た
い
。
運
行

の
継
続
を
希
望

す
る
。

6
7

-
-

7
0
代

以
上

利
用

し
た
い
と
思

い
ま
す

が
、
つ
い
自
家
用
車

の
方
が
便
利

だ
し
、
病
院

で
行

く
と
こ
ろ
は

バ
ス
の
利
用

で
き
な
い
住
所

だ
し
、
今
の
と
こ
ろ
利
用
す

る
こ
と
が
な
い
で
す

。
で
も
、
買
い
物
と
か
、
運
転
で
き
な
く
な
っ
た
ら
便

利
と
思

い
ま
す

。

6
8

-
-

-
問

1
4
に
つ

い
て
。
現

在
車

の
運
転

が
で
き
る
か
ら
③
で
す
が
、
数
年
後

は
①

に
○
印
す
る
で
し
ょ
う
。

6
9

-
-

-
今

は
自

家
用

車
を
運

転
で
き
る
が
、
い
ず
れ

免
許

証
を
返
納

す
る
時
が
来
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
時
は
利

用
し
た
い
。
運

行
の
継
続

を
希
望
す
る
。

7
0

-
-

-
自

分
は

ま
だ
利

用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雨

の
日
な
ど
、
中
学
生

の
登

校
に
役
に
立

っ
て
い
る
話
を
聞
い
た
り
し
ま
す

。
う
ち
は

ま
だ
小
学
生

な
の
で
、
1
人

で
乗
っ
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ

利
用

す
る

日
が
あ
る
の
で
は

と
思

い
ま
す

。
今

後
も
よ
り
良
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
町
民
皆

さ
ん
が
助
か
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

7
1

-
-

-
バ
ス
停

ま
で
遠

い
の
で
、
今

は
自

家
用

車
で
移
動

し
て
い
ま
す

。
一
回

の
外

出
で
、
役
場

で
用
を
済
ま
せ

、
帰
り
に
ス
ー
パ
ー
へ

寄
る
な
ど
、
用
事

を
一
度
で
済

ま
せ
た
い
か
ら
で
す

。
け
れ

ど
、
も
っ
と
高

齢
に
な
っ
た
時
、

本
当

に
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
が
必
要

で
す

。
継
続

の
た
め
、
1
7
4
7
円
負
担

は
惜

し
み
ま
せ
ん
。
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【
運

行
肯

定
意

見
：
運

行
内

容
見

直
し

3
6
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
白

木
な
し

7
0
代

以
上

現
在

、
買
い
物
や
役
場

・
郵
便
局
等

へ
は
路

線
バ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す

。
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
の
利

用
も
考
え
ま
す

が
、
時
間
的
に
う
ま
く
い
か
ず
、
買
い
物
も
不
便
だ
な
と
思
い
ま
す

。

2
石

川
な
し

1
0
代

お
年
寄

り
の
方
や
体
が
不
自
由

な
人

た
ち
が
利

用
す
る
こ
と
が
多

い
と
思
う
の
で
、
そ
の
方

々
の
使

い
や

す
い
よ
う
に
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す

。
若

い
人
た
ち
は

歩
い
た
り
、
自
転
車
、
車
、
バ
イ
ク
を
使
う
と
思
う
の
で
。

3
石

川
な
し

3
0
代

続
け
る
な
ら
、
も
っ
と
便
数

を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
終
了
す

る
な
ら
、
も
っ
と
個

別
に
便
利
な
違

う
形

の
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
。
移
送

サ
ー
ビ
ス
は
河
南
町

に
は

必
要
不

可
欠
だ
と
思
う
の
で
、
本
当

に
役
立

つ
サ
ー
ビ
ス
の
形

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

4
石

川
な
し

4
0
代

経
費

の
大
半

を
税
金

で
賄
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

、
廃

止
に
す

る
べ

き
！

と
も
思
う
反

面
、
不

便
な
町

で
あ
る
こ
と
は

十
分
に
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
利
用
さ
れ

る
方
が
お
ら
れ

る
限
り
、
継
続

さ
せ
る
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
と

思
い
ま
す

。
続
け
ら
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
既
定
の
固
定
概
念

に
と
ら
わ
れ
ず
、
大
き
な
内

容
の
改

革
（
例

：
契
約
内
容

の
変

更
、
無
駄

な
経
費

の
節
減

な
ど
）
を
さ
れ

る
べ
き
か
と
思
い
ま
す

。
経
費
も
含
め
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

の
運
行

が
さ
ら
に
充
実

し
た
内
容
の
も
の
に
な
れ
ば

、
住

民
も
納

得
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

5
中

村
な
し

6
0
代

高
齢
者
層
に
と
っ
て
定
着

す
る
よ
う
な
工

夫
が
で
き
る
と
よ
い
が
…

。

6
中

村
な
し

5
0
代

ス
マ
ホ
・
携
帯

で
乗

車
申
し
込
み
で
き
て
、
あ
ま
り
待

た
ず
に
家

の
近

く
で
乗

れ
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
手
の
空

い
て
い
る
人

や
、
空
い
て
い
る
時
間

を
登
録
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
方
の
車
で
行
っ
て
も
ら
う
の
は
い
か
が
で

す
か
？
車
を
出
し
て
も
ら
っ
た
方

に
運

賃
の
一
部
を
渡
す

と
か
し
て
は

い
か
が
で
す

か
？

7
大

宝
な
し

1
0
代

足
腰

の
不
自
由

な
人
が
バ

ス
停

ま
で
行

く
の
が
不

便
な
の
で
、
バ
ス
停

か
ら
次

の
バ

ス
停

に
行

く
ま
で
の
ル
ー

ト
上

で
も
、
手
を
上
げ
る
な
ど
合
図
を
し
た
人
に
も
乗
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
と
便
利

だ
と
思
い
ま
す

。

8
大

宝
な
し

3
0
代

か
な
ん
ぴ
あ
の
プ
ー
ル
と
協
力
し
た
ら
い
い
と
思

う
。
子

ど
も
の
送

迎
や
、
利
用
す

る
人

た
ち
が
利

用
し
や

す
い
よ
う
に
す

る
。

9
大

宝
な
し

4
0
代

高
齢
者

、
ま
た
、
自
分

で
移
動
手

段
が
な
い
人

を
対

象
に
利
便

性
を
よ
く
し
た
ら
い
い
と
思
う
。

1
0

大
宝

な
し

4
0
代

私
自
身

は
運
転
免
許

が
あ
る
の
で
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー

を
利

用
す
る
機

会
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
子

ど
も
達
は

夏
休
み

に
数
回
利
用
し
て
い
ま
す

。
中
学
校

か
ら
の
下

校
時

（
雨
の
日
等
）
に
利
用

し
や
す
く
な
れ

ば
良
い
と
思

い
ま
す

。

1
1

大
宝

な
し

5
0
代

高
齢
者

の
交
通
事
故

が
増
え
て
い
る
の
で
、
で
き
た
ら
バ

ス
を
利

用
し
た
方

が
よ
い
と
思

い
ま
す

。
通
学

に
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
少
し
早

め
か
ら
運

行
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

1
2

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

採
算

の
合
わ
な
い
ル
ー
ト
は

、
運
行
回
数
と
減

ら
せ
ば

黒
字
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
固
定
費
と
し
て
赤

字
？

だ
と
す

れ
ば

、
町
税
で
カ
バ
ー
し
て
（
必
要
経
費
）
、
せ
っ
か
く
の
制
度
を
続
け
る
方
法

を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

1
3

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
見
て
も
、
お
客

が
い
っ
ぱ

い
と
言

う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
し
、
高

齢
者
が
増

加
す
る
と
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
よ
く
住
民

の
方

々
の
意
見

を
聞
い
て
、
無
駄

の
な
い
取
り

組
み
を
お

願
い
し
た
く
思
い
ま
す

。

1
4

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

大
宝
公
園
近

く
で
す

。
た
ま
に
人
が
乗

っ
た
り
降

り
た
り
し
て
い
ま
す

。
ほ
と
ん
ど
空

で
す

。
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走

っ
て
い
ま
す

。
町
内

だ
け
で
し
た
ら
2
時
間
に
1
本
く
ら
い
で
も
十
分

か
な
…
。
も
う
少
し
便
数
を
減
ら
し
て
、

安
く
つ
く
よ
う
に
し
な
い
と
、
負
担

が
多

く
な
る
。
他

の
町

の
乗

り
合

い
バ
ス
は

、
も
っ
と
安
く
つ

い
て
い
る
と
思

う
。
も
う
少

し
気

軽
な
乗
り
合
い
バ
ス
で
、
本
数

を
減
ら
し
て
も
い
い
と
思
う
。

1
5

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

も
う
少
し
便
数

が
増
え
て
く
れ

ば
、
ぜ

ひ
使

い
た
い
と
思

う
。

1
6

大
宝

な
し

7
0
代

以
上

交
通
手
段
で
一
番
不
便

な
の
は

朝
9
時

・
1
0
時
台
と
、
夜
「
大

宝
行

」
8
時
・
9
時

・
1
0
時

・
1
1
時

台
の
「
喜
志
駅
行

」
の
バ

ス
が
少
な
い
こ
と
。
回
数

を
増
や

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
喜
志

か
ら
阿

倍
野
ま
で
の
運
賃

が
高
い
の

で
、
各
社

に
7
0
歳
以
上

半
額

を
要
望
し
て
ほ
し
い
。
楽

し
く
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
持

ち
た
い
と
思

う
し
、
地

域
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
た
く
は
な
い
と
思
う
。
今
現
在

の
心
境

で
す

。

1
7

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

3
0
代

コ
ス
ト
を
抑
え
て
、
長

く
運
用
し
て
ほ
し
い
。

1
8

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

3
0
代

通
学

・
通
勤
時
間
は
便

を
増
や
し
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す

。

1
9

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

4
0
代

で
き
れ

ば
、
役
場
出
発

の
時
間
を
3
0
分
ほ
ど
ず
ら
し
て
、
金

剛
バ

ス
と
の
間
に
し
て
も
ら
え
る
と
、
乗

り
や

す
く
な
る
よ
う
に
思
い
ま
す

。
い
つ
も
子
ど
も
が
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

2
0

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

4
0
代

利
用
状
況
、
収
支
状
況

を
見
る
限

り
、
運

行
内

容
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
町
民
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
、
必

要
と
さ
れ

る
新
し
い
路
線
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

2
1

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

4
0
代

子
ど
も
が
利
用

さ
せ

て
も
ら
っ
て
ま
す

。
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
に
雨
の
日
に
乗

る
と
、
い
っ
ぱ

い
で
乗

れ
な
い
人
も
い
る
よ
う
な
の
で
、
下
校
時
間
雨
の
時
な
ど
、
臨
時
便
な
ど
あ
る
と
助
か
り
ま
す

。

2
2

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

5
0
代

雨
天
時
等
、
中
学
生

が
利
用

し
て
お

り
、
乗

れ
な
い
な
ど
の
意

見
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
等
の
増
便
等
も
ご
検
討
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す

。

2
3

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

6
0
代

中
途
半
端
な
運
行
実
証

で
町
負
担

を
あ
お

る
よ
り
、
も
っ
と
き
め
細
か
い
ル
ー

ト
や

運
行
日
・
時

間
を
住

民
調
査
し
て
、
実

証
運
行
す
べ
き
。
そ
の
た
め
に
町
負
担

を
増
や
す
の
は

大
い
に
結
構

。
代
わ
り
に
削
減

・
見
直

す
べ
き
支
出

も
あ
る
と
思

い
ま
す

。

2
4

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

6
0
代

《
乗
り
合
い
自
家
用
車

》
他
県

で
す

で
に
導

入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
参

考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
連

絡
方

法
や

保
険
の
導
入
も
必
要

だ
が
、
半
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
、
登
録
制

で
、
各

地
域

で
数
名
程
度
で
ど
う
で
し
ょ
う

か
？

河
南
町

（
ア
プ
リ
作
成

）
→
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
も
ら
う
→
登

録
者
の
顔

写
真
と
空

い
て
い
る
か
を
表

示
さ
せ

る
→

空
き
を
プ
ッ
シ
ュ
→
連
絡

が
つ
き
交
渉

（
1
例
で
す

）

2
5

中
村

あ
り

7
0
代

以
上

行
く
時
と
帰
り
と
で
は
、
場

所
に
よ
り
相
当
時
間

の
差
が
あ
る
の
で
、
と
ん
で
も
な
く
遠
回
り
に
な
り
ま
す

。

2
6

大
宝

あ
り

1
0
代

・
時
間

が
遅
れ

て
い
る
時
が
あ
る
の
で
、
時

間
通
り
に
で
き
た
ら
来
て
ほ
し
い
で
す

。
・
静
か
で
乗
り
や
す
い
で
す

。

2
7

大
宝

あ
り

6
0
代

2
7
0
0
万
円

と
い
う
大
金

（
税
金

）
を
使

っ
て
い
る
の
で
、
本

当
に
、
活
用
度
の
状
況
把
握
改
善
策
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
2
，
3
日

前
に
、
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
か
な
ん
ぴ
あ
で
話
す
と
「
こ
の
税
金
泥
棒

」
と
言
わ
れ
、
悲
し
く
な

り
ま
し
た
。
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
広
報

に
税

金
2
7
0
0
万

円
使

っ
て
い
る
と
載

っ
て
す

ぐ
で
し
た
。

た
だ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
だ
け
で
済
ま
さ
な
い
で
、
ど
う
か
良

い
改

善
の
方

向
へ
。

2
8

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

主
人

が
亡
く
な
り
、
高
齢

に
な
り
、
お
風

呂
が
あ
っ
て
も
交

通
の
便

が
悪

い
と
行

け
な
い
し
、
や
は

り
、
今
ま
で
車

で
動
い
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
で
は
不
便

な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
空
で
走
っ
て
い
る
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
も
悲
し
い
で
す

。
い
つ
ま
で
も
住
み

た
い
河
南
町

。
な
ん
と
か
い
い
方

法
が
あ
り
ま
す
よ
う
願
い
ま
す

。

2
9

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

住
民
1
人

あ
た
り
の
負
担
額

を
知

っ
て
び

っ
く
り
し
て
い
る
後

期
高

齢
者
で
す

。
た
ま
に
利
用

さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
乗
車
す
る
人

は
な
く
、
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
（
ガ
ソ
リ
ン
）
と
実
感
し
て
い
ま
す

。
便
数

が
多

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す

。
目
も
足
も
不
自
由

で
す
の
で
、
た
ま
に
内
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
へ

行
く
の
に
、
や
ま
な
み
ま
で
行
っ
て
戻

る
こ
と
が
不

便
を
感

じ
ま
す

が
、
頑

張
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
ね

。
買
い
物
は
生
協

が
き
め
細
か
く
場
所

を
設

定
し
て
く
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
困

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

3
0

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

5
～
8
分
遅

れ
る
の
が
普
通

に
な
っ
た
よ
う
で
、
気

に
な
る
。
会

議
等
に
遅
れ
る
。

3
1

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

１
時
間

に
１
本
は
多
す

ぎ
る
と
思

い
ま
す

。
２
時

間
く
ら
い
で
良

い
と
思

い
ま
す
が
、
万

代
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
の
買

い
物

時
間
を
3
0
分

く
ら
い
多
く
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
焦
ら
ず

買
い
物
で
き
る
と
思
い
ま
す

。

3
2

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

バ
ス
の
前
の
北
回

り
、
南
回

り
を
、
大
宝
行
き
、
さ
く
ら
坂
行
き
と
表
示
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
わ
か
り
や

す
い
と
思

い
ま
す

。
お

願
い
し
ま
す

。

3
3

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

日
曜

・
祭
日
の
利
用
者

が
少
な
い
場

合
は
、
全
面
廃
止
す
べ
き
。
（
各
地
区
・
自

治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運

行
状

況
に
つ
い
て
、
調
査

・
参
考

に
す
べ
き
）

3
4

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

4
0
代

「
交
通

ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
N
o
.1
4
に
も
書

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
見

直
し
が
必
要
な
点

も
あ
り
ま
す

が
、
毎

日
の
運
行
は

通
学
利
用
者
の
方
は

特
に
必
要

。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
れ
ば

、
も
っ
と
良
い
と

思
い
ま
す

。
利
用
者
の
数
で
廃
止

す
る
の
で
は

な
く
、
何

の
目
的
で
始

め
た
こ
と
か
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

バ
ス
内
の
料
金

B
O
X
の
位
置
も
出
入
り
口

に
変

え
て
く
だ
さ
い
。
不

便
さ
を
感

じ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
行
き
、
病
院
行

き
と
、
そ
れ
ぞ
れ

目
的
別
バ

ス
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

と
思

い
ま
す

。

3
5

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

7
0
代

以
上

週
1
回

、
ス
ー
パ

ー
と
病

院
へ
運
行

し
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。

3
6

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

7
0
代

以
上

利
用
者

が
少
な
い
で
す
ね

。
便

数
の
増

加
や
、
バ
ス
停

を
も
っ
と
増

や
し
て
ほ
し
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
1
0
0
円

で
は
で
き
な
い
で
す

。
す

れ
ば

赤
字

が
増
え
ま
す
ね

。

【
運

行
肯

定
意

見
：
運
行

ル
ー
ト
見

直
し

7
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
石

川
な
し

3
0
代

す
ご
く
良
い
と
思
い
ま
す

。
小
・
中
学
生
、
高

齢
の
方
を
中
心
に
、
ど
ん
ど
ん
利

用
さ
れ
る
べ

き
ツ
ー

ル
と
思

い
ま
す

。
曜
日

ご
と
で
ル
ー
ト
（
目
的
地

）
を
わ
け
る
。
例

え
ば
、
月
・
水

・
金

は
公
共
機
関
巡
り
。
火
・
木

・
土

は
、
こ
の
際

、
万

代
と
オ
ー

ク
ワ
限
定
的

な
お

買
い
物
巡
り
で
。
そ
の
時
は
、
万
代

に
つ
い
た
ら
4
0
～
5
0
分
バ

ス
を
停
車

し
て
お

く
、
お
買
い
物
し
て
ま
た
乗

っ
て
き
た
バ

ス
に
乗

っ
て
帰

る
的

な
。

う
ま
く
言
え
ま
せ
ん
が
、
す
ご
く
重

要
で
、
こ
れ
か
ら
の
町

民
を
支

え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

。
続

け
て
く
だ
さ
い
！

2
白

木
な
し

7
0
代
以

上
例
え
ば

、
南
加
納

～
オ
ー
ク
ワ
を
利

用
し
た
い
場
合
、
乗

り
換

え
な
し
で
直

接
行
け
た
ら
と
思

い
ま
す

。

3
中

村
な
し

6
0
代

今
病
気

で
3
年
間
運
転
で
き
な
い
。
利

用
し
た
く
思
う
時

も
あ
る
が
、
ル
ー
ト
で
時

間
が
か
か
る
。

金
剛

バ
ス
と
時
間

が
同
じ
く
ら
い
で
、
河
南
町
の
端
に
住

ま
い
し
て
い
る
も
の
は
、
利
用
者
が
な
い
の
で
は

？
南
部
行

き
、
北
部
行

き
が
あ
っ
て
も
、
連
携
し
て
な
い
の
で
無
理
。

4
大

宝
な
し

6
0
代

・
行
き
先
あ
る
い
は

目
的
地
別

に
バ

ス
運
行
を
分

け
た
方

が
利

用
し
や

す
い
し
、
時
間
も
短

縮
で
き
る
。

・
住
民
検
診
や
他
の
行
事
等

あ
る
時

は
、
そ
の
時

間
に
合

わ
せ

て
の
便

を
増
や
す
と
か
、
他

の
時

は
便

数
を
減

ら
す

な
ど
の
臨
機
応
変
な
運
行

が
望
ま
し
い
。

・
ス
ー
パ
ー
と
提
携

し
て
直
通
バ

ス
を
検

討
し
て
み
て
も
…

？
（
町

の
み

が
負
担
す

る
必

要
な
い
と
思

う
）

5
さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

3
0
代

金
剛

バ
ス
に
さ
く
ら
坂
→
喜
志
駅

の
ル
ー

ト
が
な
い
の
で
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
に
そ
の
よ
う
な
ル
ー

ト
が
あ
れ
ば
便

利
だ
と
思

い
ま
し
た
。
（
子
ど
も
が
利
用
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
乗
り
換
え
は

難
し
い
の
で
…
）

6
石

川
あ
り

40
代

や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
に
東
山

ま
で
来

て
ほ
し
い
。
富
田
林
病
院
へ

行
く
の
に
利

用
し
た
い
で
す

。

7
中

村
あ
り

7
0
代
以

上

H
2
9
年
2
月

よ
り
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運

行
が
変
更
す

る
と
言
う
こ
と
で
、
と
て
も
楽

し
み

に
し
、
期

待
も
し
て
い
ま
し
た
。
が
、
実

際
に
乗
車

し
て
み
て
、
と
て
も
残
念

で
し
た
。
町
民

す
べ

て
の
人
が
満
足

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
今
回

の
運
行
状

況
を
見
て
、
多

分
私
は
利

用
す

る
こ
と
が
な
い
か
な
ぁ
と
思

い
ま
す

。
変

更
前
の
運

行
ル
ー

ト
の
方
が
、
ま
だ
活
用

し
て
い
ま
し
た
。
運
転
手

さ
ん
も
、
さ
く
ら
坂
の
方
は
よ
く
利
用

さ
れ

る
け

ど
、
寛
弘
寺
の
方
は
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
運

行
肯

定
意

見
：
バ

ス
停
・
停
留
所

の
要

望
5
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
白
木

な
し

1
0
代

家
の
前
に
あ
っ
た
停
留
所

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
友

達
と
一

緒
に
バ

ス
で
通

学
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
作

っ
て
ほ
し
い
。

2
河
内

な
し

1
0
代

移
動
手
段
と
し
て
、
車
に
乗
れ
な
い
人

に
は

必
要
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
き
ち
ん
と
作
り
、
目

立
つ

よ
う
に
バ
ス
停

も
作

っ
て
ほ
し
い
。

3
大
宝

あ
り

40
代

大
宝
1
丁
目
の
西
公
園
付
近

に
バ

ス
の
停

留
所
を
作

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
、
公

民
館

周
辺
や

中
央
公
園

ま
で
坂
を
歩
く
の
は
遠
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
も
か
な
ん
ぴ
あ
や

図
書
館
へ
行
く
の
に
、

公
園

に
バ

ス
停
が
あ
る
と
、
待
ち
合

わ
せ
て
乗

車
し
や

す
い
で
す

。

4
大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
（
北
部

）
を
利
用

す
る
者

で
す

が
、
以

前
は

「
大
宝
西
公
園
」
に
停
留
所
が
あ
り
便

利
で
し
た
が
、
今

は
な
く
な
り
、
と
て
も
不
便

で
す

。
是
非
「
西
公
園

」
に
停
留
所

を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

5
大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

膝
が
悪
く
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
は

大
変
あ
り
が
た
く
、
感

謝
し
て
い
ま
す

。
欲
を
言
え
ば

、
よ
く
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
買
い
物

に
行

き
ま
す

が
、
バ
ス
停
が
芸

大
前
で
、
歩

く
の
に
時

間
が
か
か
り
ま
す

。
で
き
れ

ば
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
第
2
駐
車
場

に
あ
れ

ば
。

31





【
運

行
肯

定
意

見
：
回
数
券
等

の
発
行

1
0
件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
石

川
な
し

5
0
代

町
内

の
小
中

の
利
用
料
金
を
考

え
直
す

。
1
回

1
0
0
円

は
お
手

頃
で
す

が
、
バ

ス
の
よ
う
に
回

数
券
を
発
行
す

る
な
ど
。

2
石

川
な
し

3
0
代

中
学
生

の
娘
が
利
用
し
ま
し
た
。
家

が
遠
い
の
で
便

利
だ
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
、
雨

の
日
な
ど
安

心
し
て
行
か
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
時
間

が
合
い
に
く
い
の
で
、
学
校
の
始
ま
り
終
わ
り
（
ク
ラ

ブ
も
あ
り
ま
す
）
に
合
わ
せ
て
時
間

帯
を
作

っ
て
ほ
し
い
で
す

。
ま
た
、
回

数
券
・
定
期
な
ど
、
お

得
な
も
の
が
あ
れ
ば

と
思

い
ま
す

。

3
大

宝
な
し

5
0
代

1
年
間
程
度
の
有
効
期
限

で
、
1
世

帯
に
千

円
く
ら
い
の
乗

車
券
を
買

っ
て
も
ら
え
ば

、
赤

字
が
埋

ま
る
と
思

う
が
。
（
1
年
に
1
回
発
行

、
保
護
家
庭

は
な
し
）

4
大

宝
な
し

7
0
代

以
上

回
数
券

の
発
行

を
期
待

す
る
。

5
さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

4
0
代

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
る
人

に
は

申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
が
、
赤

字
が
多

す
ぎ
る
と
思
い
ま
す

。
今

年
の
4
月
か
ら
も
、
さ
く
ら
坂
は
バ
ス
が
1
時
間
1
本
と
増
発

し
て
い
る
の
で
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー

の
利
用
者
の
少
な
い
時
間
帯
廃
止

も
や

む
を
得

な
い
と
思

い
ま
す

。
た
だ
、
雨
の
日
は
中
学
生

の
子

ど
も
の
利

用
も
多
い
の
で
、
提
案
で
す
が
、
通
学
定
期
制
（
1
ヶ
月
）
を
導
入
し
て
、
財

源
確

保
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す

。
さ
く
ら
坂
～
役
場

ま
で
で
1
ヶ
月
単
位

で
あ
れ

ば
利
用

し
た
い

（
子
ど
も
が
）
。

6
大

宝
あ
り

20
代

雨
の
場
合
、
中
学
校

へ
の
送
迎
車

の
た
め
に
周

辺
が
混

雑
す

る
。
事

故
防

止
の
た
め
に
バ

ス
利

用
を
促

す
よ
う
に
、
使

い
や

す
く
、
定
期
券
の
発
行

や
回
数
券

、
ま
た
、
通
学

の
手
段

の
1
つ
に
町
バ
ス
の
利
用

を
付
け
加

え
た
も
の
に
す
る
等
。

7
大

宝
あ
り

50
代

運
賃

の
両
替

が
で
き
ず

、
面
倒
だ
と
思

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
小

銭
が
な
い
時

に
乗

る
の
を
控

え
て
し
ま
う
こ
と
１
回
あ
り
。
家

の
中
の
小
銭

を
か
き
集
め
る
の
が
大
変

で
し
た
。

時
間

の
多
少

の
遅
れ
は

仕
方

な
い
と
了

解
し
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
遅

れ
た
こ
と
を
延
々
と
ぼ
や

く
乗

客
が
い
て
、
耳
障
り
で
し
た
。

登
下
校
時
に
、
中
学
生

の
利
用

が
あ
る
と
嬉
し
い
。
家
庭
の
送

迎
を
当
て
に
せ
ず

、
悪

天
候
で
も
自
力
で
通

っ
て
も
ら
え
る
と
、
保
護
者

と
し
て
は

助
か
り
ま
す
。

8
大

宝
あ
り

7
0
代

以
上

回
数
券

の
発
行

（
千
円
で
1
1
回

券
）

9
さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

10
代

回
数
券

等
に
し
て
ほ
し
い
。

1
0

-
-

-
1
.高

齢
者

、
障
が
い
者
等

に
考
慮
し
て
、
低

床
バ
ス
の
導

入
の
お

願
い
。

2
.役

場
周
辺

で
行
わ
れ

る
行
事
や
会

議
に
、
バ
ス
を
利
用
し
て
参

加
で
き
る
時

間
帯
の
配

慮
。

3
.回

数
券

、
定
期
券

の
発
行

の
検
討
。

【
運

行
肯

定
意

見
：
周
知

1
1
件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
石
川

な
し

4
0
代

も
う
少
し
宣
伝

し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
役

場
、
万

代
へ
は
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
は
必

要
だ
と
思
う
。

2
白
木

な
し

6
0
代

ま
ず
思
う
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
の
魅

力
に
欠

け
て
い
る
の
で
は

な
い
か
（
外
観
的
に
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
阪
狭
山
市
の
バ
ス
な
ど
は

本
当

に
可
愛

く
、
ま
た
、
他
県

の
市
や
町
の
バ

ス
も
思
わ
ず

乗
り
た
く
な
る

よ
う
な
バ

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
予
算
上

の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
あ
た
り
を
御
一
考
願

え
れ
ば

と
思

い
ま
す

。
町
の
い
ろ
ん
な
事
案

に
つ
い
て
、
こ
う
し
て
ラ
ン
ダ
ム
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は

、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

3
中
村

な
し

3
0
代

標
題

の
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
未
だ
知

ら
な
い
こ
と
の
方
が
多

い
。
も
っ
と
周

知
に
力

を
入
れ
る
。
ま
た
、
住

民
が
調

べ
て
理
解

し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

4
中
村

な
し

4
0
代

広
報

を
見
な
い
人
は
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

の
存

在
を
知
ら
な
い
と
思

う
。
高

齢
者
の
移
動
手
段

と
し
て
は

有
効
だ
と
思

う
の
で
、
行
政
無
線
で
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
よ
い
の
で
は

？

5
中
村

な
し

4
0
代

何
で
こ
の
よ
う
な
交
通
手
段

が
必

要
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
？

若
者

と
同
居

、
2
世
代

、
3
世
代

の
家
が
減

少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
？

人
口
減
少
に
よ
る
商
業
施
設
の
減

少
、
近

場
の
雇

用
が
な
く
遠

方
へ
働

き
に
行

く
…

等
々
。
バ

ス
の
運

行
も
必

要
で
す

が
、
な
ぜ

必
要

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
考
え
る
べ
き
！

6
中
村

な
し

5
0
代

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は
地
味

す
ぎ
て
、
そ
ば
ま
で
来

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

例
）
大
阪
狭
山
市

の
バ

ス
は
よ
く
わ
か
る
の
で
、
一
度
見
て
く
だ
さ
い
。

7
大
宝

な
し

6
0
代

町
民

の
た
め
の
施
策

で
す
か
ら
、
町

税
を
使

う
の
は
当

然
だ
と
思
い
ま
す

。
も
っ
と
周

知
し
て
、
自
家
用
車

よ
り
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

を
、
と
な
れ
ば

良
い
の
に
と
思
い
ま
す

。

8
大
宝

な
し

7
0
代

以
上

年
が
い
っ
た
人
も
住
み
や
す
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
も
う
少

し
ア
ピ
ー

ル
が
ほ
し
い
。
は

っ
き
り
言

っ
て
、
自

分
た
ち
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

9
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

4
0
代

よ
り
詳
し
く
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
利

用
者
が
も
っ
と
増

え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
が
。

1
0

石
川

あ
り

40
代

や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
の
利
用

の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
。
利

用
の
仕

方
を
わ
か
り
や

す
く
広

告
し
て
ほ
し
い
。

私
は
仕
事
を
し
て
い
て
、
普
段
子
ど
も
達

の
送

り
迎

え
が
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
が
あ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
が
友
達

と
遊
ぶ
こ
と
を
我
慢
さ
せ
ず

行
か
せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す

。
地
域

だ
け
の
バ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
安
心
感
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
バ
ス
の
継

続
を
お

願
い
し
ま
す

。

1
1

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

1
.と
に
か
く
、
バ
ス
を
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
と
思

い
ま
す

。
2
.そ

の
た
め
に
、
毎
月

、
例
え
ば

1
0
日

・
2
0
日

・
3
0
日

、
あ
る
い
は
毎
週
何
曜
日
か
を
決

め
て
無

料
日
を
作
る
。
住

民
の
生

活
に
合
わ
せ
て
バ
ス
を
運
行

さ
せ
る
の
は

大
切

で
す
が
、
バ
ス
の
運
行

に
合
わ
せ
て
住
民

の
生

活
を
変
え
る
、
と
い
う
考
え
も
成
り
立
つ

と
思

い
ま
す

。

【
運

行
肯

定
意

見
：
車
両

サ
イ
ズ
の

見
直
し

7
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
石

川
な
し

6
0
代

バ
ス
を
小
型

に
し
て
、
便
数

は
増
や
さ
ず
に
、
ル
ー

ト
を
増

や
し
て
。

（
時
間
変
更
）
金
剛

バ
ス
の
時
間

（
ル
ー
ト
変
更
）
バ

ス
ル
ー
ト
以
外
の
道

、
各

村
の
中

の
広

い
道

。

2
中

村
な
し

5
0
代

今
の
利
用
状
況

・
ル
ー
ト
・
便
で
あ
れ
ば

、
現

行
の
よ
う
な
大

き
な
バ

ス
で
は

な
く
、
2
8
名

乗
り
程

度
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
高
齢
者

に
配
慮

す
る
な
ら
、
買
い
物
押
し
車
等
を
乗
せ
ら
れ

る
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
が
あ
れ

ば
と
も
思

い
ま
す

が
。
ま
だ
ま
だ
、
便

利
に
利

用
で
き
る
・
利

用
し
て
行

こ
う
と
思
う
高

齢
者
も
少

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
河
南
町

に
住
ん
で
働
き
に
行
こ
う
と
い
う
若
者

が
増
え
る
よ
う
、
も
っ
と
交
通

の
便
を
よ
く
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す

。
勤
労
者

の
た
め
の
バ

ス
で
は
な
く
、
高
齢
者
等

の
た
め
の
バ

ス
の
役

割
し
か
な
い
。
し
か
も
町
内
移
動

だ
け
の
。

3
中

村
な
し

6
0
代

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
に
つ
い
て
、
大
き
な
バ

ス
が
必

要
か
。
い
つ

見
て
も
誰

も
乗

っ
て
い
な
い
状

況
で
す
が
、
も
っ
と
小

さ
な
7
～
8
人
乗

り
で
も
、
十
分
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と
乗
る
人
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
て
く

れ
。
連
絡

が
あ
っ
た
ら
家
ま
で
来
る
と
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
我
々
の
税

金
な
の
で
、
有
効
に
使
っ
て
く
れ
。

4
大

宝
な
し

5
0
代

乗
る
人
が
少
な
い
の
で
、
バ

ス
の
サ
イ
ズ
を
も
っ
と
小

さ
く
す

る
。

5
大

宝
な
し

7
0
代

以
上

バ
ス
の
小
型
化

（
利
用
者
数

に
応

じ
て
）

6
石

川
あ
り

6
0
代

バ
ス
で
は
な
く
小
さ
い
車
で
は

、
と
思

い
ま
す

。

7
-

-
-

バ
ス
の
小
型
化

（
利
用
者
数

に
応

じ
て
）

【
運

行
肯

定
意

見
：
料

金
等

の
要
望

3
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

10
代

運
賃

を
安
く
し
て
ほ
し
い
。

2
-

あ
り

7
0
代

以
上

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
で
（
月
曜
以
外
）
毎

日
か
な
ん
ぴ

あ
へ

通
っ
て
い
る
関
係
で
、
各

ド
ラ
イ
バ
ー

さ
ん
と
の
交

流
も
大

変
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
、
将
来

で
き
る
限
り
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
勤
務
異
動
が
な
い
よ
う
に
と
祈
念

す
る

次
第

で
す
。
他
の
利
用
者
も
同
感
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す

。
で
き
れ

ば
、
7
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
運
賃
割
引

を
ご
配

慮
く
だ
さ
れ
ば

嬉
し
い
で
す

。
今
後

と
も
、
よ
ろ
し
く
お

配
慮
賜

り
ま
す

よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す

！

3
大

宝
な
し

7
0
代

以
上

河
南
町

に
は

老
人

に
サ
ー
ビ
ス
が
少

な
い
。
年
に
何

回
か
の
無

料
チ
ケ
ッ
ト
を
提

供
す

る
（
7
5
以

上
）
に
す

る
と
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

【
運

行
肯

定
意

見
：
鉄

道
駅

ル
ー
ト

1
1
件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
石
川

な
し

6
0
代

お
年
寄

り
に
は

必
要

だ
と
は
思
う
が
、
河
南
町
以
外
（
富

田
林
と
か
）
の
駅

に
行
け
る
な
ら
、
一

般
も
利

用
で
き
る
と
思

う
。

2
河
内

な
し

7
0
代

以
上

役
場

ま
で
し
か
運

行
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ

以
遠
に
行

く
場

合
、
利
用
し
た
く
と
も
で
き
な
い
。
せ
め
て
駅

（
富
田
林
）
ま
で
運

行
し
て
い
れ

ば
、
喜
ん
で
利
用
す
る
。

3
中
村

な
し

4
0
代

路
線

バ
ス
の
便
数

が
1
時
間
に
1
本

し
か
な
く
、
す
ご
く
不
便
な
の
で
、
そ
れ
を
補

う
形

で
駅

へ
の
ル
ー

ト
を
入

れ
て
ほ
し
い
。
駅
←
→
河
南
町

ま
で
の
足
が
あ
れ

ば
、
町
外
か
ら
の
利

用
客
も
増
え
る
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

4
中
村

な
し

6
0
代

駅
、
病
院

、
銀
行

、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等

々
が
な
い
た
め
、
町

内
を
回

る
だ
け
の
バ

ス
で
は

、
必

要
と
す
る
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
富
田
林
市

に
つ
な
が
る
ル
ー
ト
が
あ
れ

ば
、
利
用
し
た
い
。
町
内

に
大
き
な
病
院

は
な
い
し
、
銀
行
も
な
い
し
、
富

田
林

駅
・
金

剛
駅
ま
で
行
っ
て
ほ
し
い
。

5
大
宝

な
し

4
0
代

町
内
循
環
に
加
え
て
、
富
田
林
駅

（
ま
た
は

喜
志
駅
o
r上

ノ
太

子
駅
）
ま
で
回

る
こ
と
で
、
利
便
性
が
図

れ
る
と
考
え
る
。
＝
利
用
者

が
増
加

す
る
と
思
い
ま
す
。

6
大
宝

な
し

4
0
代

町
内
移
動
手
段
と
し
て
、
お
年
寄

り
や
中

学
生
に
は

ち
ょ
う
ど
い
い
し
、
続

け
て
あ
げ
て
ほ
し
い
が
、
一

方
で
、
町
外
へ
も
出

や
す
く
す
る
た
め
、
金
剛

バ
ス
は

利
用

し
に
く
い
の
で
、
こ
れ
に
代
わ
る
駅
ま
で
の
交
通
手
段

と
し
て
も
考
え
て
ほ
し
い
。
多
く
の
町

民
が
、
駅

ま
で
の
利

便
性
を
高

め
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。

7
大
宝

な
し

5
0
代

町
内
限
定
に
こ
だ
わ
ら
ず

、
も
っ
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
発

想
で
考

え
て
ほ
し
い
。
大
阪
市
内

に
買

い
物

に
出

ら
れ
る
鉄

道
へ

の
直
接

ア
ク
セ
ス
は

絶
対
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
町
内

の
移
動

だ
け
っ
て
、
老
人

を
バ

カ
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

バ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ん
か
面

倒
な
だ
け
で
は

…
。

8
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

4
0
代

河
南
町
内
だ
け
の
用

事
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
富

田
林

駅
ま
で
行

っ
て
も
ら
え
る
と
、
利

用
者
も
増
え
る
と
思
う
。

9
河
内

あ
り

7
0
代

以
上

町
の
行
政
区

を
越
え
て
の
運
行
。
ex
.富

田
林
駅
経
由

（
市
町
村
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
限

定
さ
れ
る
た
め
、
広
域
性
が
な
い
）

地
区

が
率
先

し
て
利

用
券

を
発
行

す
る
な
ど
、
工
夫
を
。
（
継

続
が
大
変
で
し
ょ
う
ね

）
き
め
細
か
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ご
苦
労
様

で
す

。

1
0

大
宝

あ
り

2
0
代

ル
ー
ト
を
変
更

し
て
ほ
し
い
。
駅
に
行

く
バ
ス
を
出

し
て
ほ
し
い
。

1
1

大
宝

あ
り

6
0
代

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
は
、
１
日
に
１
往

復
か
２
往

復
、
喜

志
か
富

田
林
へ

行
っ
て
ほ
し
い
で
す

。
学
生

（
小
・
中
学
生
含

む
）
も
利
用

す
る
こ
と
が
大

切
で
す

。
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【
運

行
肯

定
意

見
：
デ
マ
ン
ド
交
通
の
要
望

9
件
】

※
利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
石
川

な
し

6
0
代

ほ
と
ん
ど
乗
客

の
な
い
状
態

の
バ

ス
が
走
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
河
南
町
は

坂
が
多
い
の
で
、
家
の
そ
ば
ま
で
来
て
く
れ

る
タ
ク
シ
ー
を
気
軽

に
安
価
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

。

2
河
内

な
し

6
0
代

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
利
用

さ
れ
な
い
で
走
行
し
て
い
る
の
を
見

か
け
る
時

も
あ
り
ま
す

の
で
、
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
も
や
り
が
い
が
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
場
合

、
予
約
制
に
し
、
地
域

の
人
が
「
つ
れ

も
っ
て
」
出
か
け
る
形

で
利
用
し
た
ら
と
思
い
ま
す

。
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
人
の
コ
ス
ト
も
値

上
げ
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

3
中
村

な
し

6
0
代

必
要

な
方
の
予
約
を
取
れ
ば

（
具
体
的
に
）
、
運
行
内
容

を
考

え
ら
れ
る
と
思

う
。

4
大
宝

な
し

5
0
代

・
ニ
ー
ズ
が
多
い
人
の
要
望

に
合
わ
せ
る
。

・
数
人

に
よ
る
申
出
制
に
し
て
、
あ
る
程
度
範
囲

を
自

由
に
行
け
る
よ
う
に
す

る
。
（
や
ま
な
み

タ
ク
シ
ー

に
限
定
）

・
上
記
同
様
に
、
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー

は
多

少
料

金
が
高

く
な
っ
て
も
、
自

由
度
が
あ
っ
た
方

が
よ
い
の
で
は

な
い
か
？

5
大
宝

な
し

6
0
代

・
登
録
制
に
す
る
。
（
車
を
持
た
な
い
人

は
、
お

天
気
の
よ
い
日

に
買

い
物
に
出

か
け
た
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

）
・
地
域

に
よ
っ
て
曜
日

を
決
め
、
自

宅
前
ま
で
送

迎
し
て
く
れ
れ
ば
、
利
用
し
や
す
い
。
（
ex
.大

宝
：
月

・
水

石
川
：
火

な
ど
）

本
当

に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
決
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
の
に
、
全

く
違

う
意

見
で
申

し
訳

あ
り
ま
せ

ん
。

6
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

4
0
代

誰
も
乗
っ
て
い
な
い
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
が
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
。
や

ま
な
み
タ
ク
シ
ー
は

完
全
予
約
制
に
し
て
、
連
絡
が
来
た
時
に
そ
の
人
の
家
ま
で
行
っ
て
あ
げ
て
も
い
い
と
思
う
。

河
南
町

の
中
に
は
目
的
地

が
な
い
。
富
田
林
駅

ま
で
行
っ
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
。
通
勤
・
通

学
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
ら
、
あ
り
が
た
い
。
（
登
校
時
間
に
い
い
時
間

の
バ
ス
が
な
い
）
中
学
校

→
さ
く
ら
坂
ま
で
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
子
ど
も
が
乗
り
た
が
ら
な
い
。
4
:0
0
役
場
発
は

、
さ
く
ら
坂

（
鈴
美
台
）
直
行
便
だ
と
嬉

し
い
。
さ
く
ら
坂
は
、
火
・
木
に
雨
が
降
っ
て
も
バ
ス
に
乗
れ
な
い
か
ら
困
る
。

7
大
宝

あ
り

40
代

ス
ー
パ
ー
や
病
院
直
行

の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

う
。
回

り
道
。
1
9
時
以

降
も
あ
れ
ば

い
い
と
思
う
。

大
宝

か
ら
か
な
ん
ぴ
あ
・
役
場
に
行

く
路

線
バ

ス
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
う
。

8
大
宝

あ
り

50
代

デ
マ
ン
ド
方
式

に
し
て
、
経
費

の
削

減
を
図

っ
て
く
だ
さ
い
。

9
-

-
-

住
民

が
必
要

な
時
に
、
必
要

な
経

路
だ
け
運

行
す
れ
ば

よ
い
と
思

う
。
だ
か
ら
「
事
前
予
約
制
」
に
し
て
、
経

費
を
削

減
し
て
ほ
し
い
。
急
ぎ
の
人
は
、
個
人

で
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

【
運

行
肯

定
意

見
：
そ
の

他
の
意
見

1
2
件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感
想

1
石

川
な
し

5
0
代

私
の
家
族
は
皆
運
転
免
許

を
持

っ
て
い
る
た
め
利

用
す

る
機

会
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
手
段

を
持
た
な
い
方

の
要
望
を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

2
中

村
な
し

4
0
代

何
で
こ
の
よ
う
な
交

通
手
段

が
必
要

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
？

若
者

と
同
居

、
2
世
代
、
3
世
代

の
家

が
減

少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
？

人
口
減
少
に
よ
る
商
業
施
設
の
減
少
、
近

場
の
雇
用
が
な
く
遠

方
へ

働
き
に
行
く
…

等
々
。
バ
ス
の
運

行
も
必
要
で
す
が
、
な
ぜ

必
要

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
考
え
る
べ

き
！

3
中

村
な
し

6
0
代

町
の
バ

ス
担
当
者
は

よ
く
や
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
も
っ
と
交
通
問
題

が
住

民
一

人
一

人
の
身

近
な
も
の
と
な
る
必

要
が
あ
る
。
人
口

が
減

っ
て
限
界
集
落
と
言
わ
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
町
が
な
っ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
住
民

の
危
機

感
が
乏
し
い
。
本
当
に
交
通

の
不

便
を
感

じ
て
い
る
住

民
が
少

な
い
と
こ
ろ
に
問

題
が
あ
る
。

4
中

村
な
し

6
0
代

多
額

の
税
を
投
入

す
る
こ
と
と
、
一

部
の
人
が
利

用
す
る
こ
と
を
、
必

要
と
す
る
方

が
お

ら
れ
る
こ
と
と
は

、
別

の
こ
と
で
あ
り
ま
す

。
バ
ス
o
rタ

ク
シ
ー

、
ど
ち
ら
か
に
し
て
も
い
い
と
思

い
ま
す

が
。

5
大

宝
な
し

6
0
代

役
場

な
ど
に
用
事

が
あ
る
時
、
利
用
し
て
み

よ
う
か
と
考

え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
用

事
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
次
の
バ

ス
ま
で
何

を
す
る
と
有

意
義

に
過
ご
せ
る
か
考
え
る
と
、
結
局
利

用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

6
大

宝
な
し

7
0
代

以
上

収
支

は
別
に
必
要

と
思

わ
れ

る
人

が
い
る
場

合
、
何
ら
か
の
交
通
手
段

を
確

保
す

る
必

要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

7
さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

な
し

1
0
代

自
分

が
中
学
生

の
時
に
、
こ
の
制

度
が
ほ
し
か
っ
た
で
す

。

8
大

宝
あ
り

1
0
代

運
転
手

さ
ん
が
と
て
も
親
切

で
良
か
っ
た
。

9
大

宝
あ
り

1
0
代

今
は
雨
の
降
っ
て
い
る
日
に
乗
車
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん
も
と
て
も
親

切
で
す

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
0

中
村

あ
り

6
0
代

家
が
停
留
所

に
協
力

さ
せ
て
も
ら
い
、
利
用
す

る
と
便

利
だ
が
、
１
回
し
か
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
。

1
1

大
宝

あ
り

7
0
代

以
上

今
の
と
こ
ろ
回
数
少

な
く
、
利
用
す
る
度

数
が
少

な
い
が
、
年

齢
と
共
に
増

や
し
た
い
。

大
宝
下

に
P
L
病
院

と
か
富
田
林
病
院

の
バ

ス
の
置

き
場

が
あ
る
。
朝
一
番
で
も
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
を
そ
こ
に
停

車
さ
せ

、
初

発
で
も
乗
れ
る
手
配

は
で
き
な
い
も
の
か
？
駅
に
も
よ
れ

る
し
。
買
い
物
の
み

重
視

し
て
も
、
年

配
者

の
生
活

は
成
り
立

た
な
い
。
年
寄
り
に
一
番
必
要

な
の
は

、
優

越
感
で
あ
る
と
思

う
。
「
大

宝
に
住

ん
で
い
る
と
、
こ
ん
な
に
良
い
の
よ
」
と
言
わ
せ
る
策
を
考
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。

1
2

さ
く
ら
坂

・鈴
美
台

あ
り

6
0
代

財
政
問
題
等

も
あ
り
、
大

変
だ
と
は
思

い
ま
す

が
、
地
方
自
治
体
の
基

本
的
な
施

策
－
町
民
・
住

民
の
交

通
手

段
の
確

保
、
高
齢
社
会
対
応
で
あ
り
、
ま
す
ま
す

必
要
性
が
高
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
達
・
子
育
て
が
大
切
に
さ

れ
る
河
南
町

と
同
様

、
高
齢
者

・
交
通
弱
者

に
優

し
い
河
南
町

に
！

【
運

行
肯

定
意

見
：
金

剛
バ
ス
と
の

連
携

5
件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

年
齢

問
1
7

意
見
・
感

想

1
中
村

な
し

6
0
代

ル
ー
ト
の
再
考

。
金
剛

バ
ス
と
の
連
絡
な
ど
す

べ
き
だ
と
思

う
。
今

の
ま
ま
で
は
、
税
金
の
使

途
が
曖

昧
な
の
で
は

。

2
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

4
0
代

以
前

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
を
利
用
し
よ
う
と
思

っ
た
が
、
寺

田
か
ら
金

剛
バ

ス
へ
の
乗

り
換

え
が
す

ご
く
不

便
で
し
た
。
そ
の
反
対

、
金
剛

バ
ス
か
ら
寺
田

へ
も
不
便

で
し
た
。
ど
こ
か
ら
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
金
剛

バ
ス
へ

の
乗
り
継

ぎ
が
で
き
る
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
希
望
し
ま
す

。

3
河
内

あ
り

10
代

バ
ス
停
が
多
す
ぎ
る
。
金
剛

バ
ス
に
乗

り
換

え
し
や
す

く
す

る
た
め
に
、
役

場
に
バ
ス
ロ
ー

タ
リ
ー
を
作

る
と
良

い
と
思

う
。
中

学
校

へ
の
送
迎
も
よ
く
な
る
と
思
う
。

4
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

10
代

仕
方

の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
、
最
寄
り
か
ら
乗

っ
て
、
金

剛
バ
ス
へ

の
乗

り
継

ぎ
の
た
め
に
か
な
ん
ぴ

あ
で
降
り
る
時

の
、
乗
車
時
間
の
長
さ
を
短
く
し
て
ほ
し
い
。

5
さ
く

ら
坂
・
鈴
美
台

あ
り

40
代

金
剛

バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
に
不
便
を
感
じ
る
。
乗

り
換

え
な
し
で
駅

へ
の
乗

り
入

れ
を
し
た
方

が
良

い
。

こ
れ
ら
の
バ

ス
を
運
行
す
る
に
は

、
多

額
の
税

金
を
投

与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
運
賃
値
上

げ
ま
た
は
企

業
誘

致
し
、
税

収
を
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
願
い
ま
す

。
（
企
業
団
地
の
建
設

）
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【
運

行
否

定
意

見
：
2
8件

】
※

利
用

：
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
か

、
な
い
か

居
住
地

利
用 ※

税
金
の

無
駄

問
1
7

意
見
・
感

想

1
白
木

な
し

◯
損
失
額
を
見
て
驚
い
た
。
即

や
め
る
べ

き
！

税
金
も
ム
ダ
。
資

源
（
ガ
ソ
リ
ン
）
も
ム
ダ
。
１
日

中
ム
ダ
な
バ

ス
が
走

れ
ば

環
境
悪
化

。
運
転
手

が
気
の
毒
だ
。

2
白
木

な
し

◯
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
思
う
。
2
7
0
0
万

円
も
あ
れ
ば

、
も
っ
と
他

に
よ
い
使

い
道

が
あ
る
と
思

う
。
ご
く
限

ら
れ
た
人

の
た
め
に
2
7
0
0
万
円

も
捨
て
る
な
ら
、
バ

ス
の
運
行

を
や
め
て
、
金
剛

バ
ス
の
乗
車
券

を
年
間
何
枚

ま
で
と

決
め
て
必
要
な
人
に
配
っ
た
ら
ど
う
か
。
空

っ
ぽ
の
バ

ス
が
走

っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
町

行
政
に
対

し
て
腹

が
立

つ
。
（
バ

ス
の
運
転

が
荒
い
と
思
う
）

3
白
木

な
し

◯
い
つ
も
、
誰
も
乗
っ
て
い
な
い
か
、
数

人
し
か
乗

車
し
て
い
な
い
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
な
と
思

う
。

4
白
木

な
し

◯
バ
ス
利
用
者
1
人

あ
た
り
7
,7
7
0
円

（
経

費
が
多

す
ぎ
る
）

タ
ク
シ
ー
利
用
者
1
人

あ
た
り
2
4
,3
2
5
円

（
経

費
が
多

す
ぎ
る
）

5
中
村

な
し

◯
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と
思
う
。
見

か
け
て
も
、
ほ
と
ん
ど
乗

っ
て
い
な
い
か
、
数

人
程

度
。
金

剛
バ

ス
も
あ
る
し
、
必

要
な
人
も
何
と
か
な
る
は
ず

。

6
中
村

な
し

◯
税
金
を
他
の
こ
と
に
有
効
利

用
。

7
中
村

な
し

◯
今
は
息
子
達
と
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
い
つ

カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

が
必

要
と
な
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
り
住
民

の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思
い
ま
す
。
一
回

の
料
金

は
い
く
ら
な
の
で
す
か
？

8
中
村

な
し

◯
経
費
が
無
駄
。

9
中
村

な
し

◯
利
用
者
が
少
な
い
。

も
っ
と
違
う
こ
と
に
税
金
を
使
う
べ

き
だ
。
考

え
ろ
！

役
場

人
間
。

1
0

中
村

な
し

◯
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
が
な
く
て
も
十
分
生
活
は

で
き
ま
す
。
税

金
は

他
の
福

祉
の
方

へ
使

っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

1
1

大
宝

な
し

◯
税
金
で
運
用
し
て
い
る
の
に
赤

字
な
の
で
あ
れ
ば

バ
ス
を
廃

止
し
、
利

用
し
た
い
人

が
必

要
な
時

だ
け
利

用
す

る
タ
ク
シ
ー
の
み
に
す
れ
ば
い
い
。

1
2

大
宝

な
し

◯
巨
額
の
経
費
を
か
け
て
実
施
す

る
必

要
性
が
あ
る
の
か
、
疑

問
に
思

い
ま
す
。

1
3

さ
く
ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

◯
経
費
が
か
か
り
す
ぎ
。
バ
ス
代

を
高

く
し
た
り
、
バ

ス
を
１
台

に
す

る
な
ど
し
て
、
運

賃
収

入
と
運

行
経

費
を
も
っ
と
収

支
差
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
だ
け
の
赤
字

だ
と
廃
止

も
考
慮

す
べ
き
で
あ
り
、
全
く
乗
車

し
て
い

な
い
の
に
、
年
間
1
7
4
7
円

/
年

1
人

は
高

す
ぎ
る
。
税

収
が
余

っ
て
い
る
な
ら
と
も
か
く
、
税

金
で
苦

し
い
生

活
の
中

で
、
無
駄

な
税
金

の
使
い
方
だ
と
思
う
。
も
っ
と
税
金

の
使
い
方
を
見
直

し
、
運
賃
収
入

を
増
や
す
べ
き

で
あ
る
。

1
4

石
川

な
し

高
齢
化
社
会

と
い
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
自

分
で
運

転
す

る
人

が
多

く
、
認

知
度
も
低

い
。
利

用
し
た
い
人

も
、
週

に
何

度
も
利
用

す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
行
き
先
は
万
代

、
役
場

、
か
な
ん
ぴ
あ
、
オ
ー

ク
ワ
く
ら
い
で
、
同
じ
人
が
毎
日

毎
日

利
用
す

る
と
も
考

え
に
く
い
。
必

要
な
い
と
は

言
え
な
い
け
れ
ど
、
収

支
の
桁

を
見

れ
ば

考
え
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
5

石
川

な
し

私
個
人
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
必

要
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

1
6

白
木

な
し

自
分
で
運
転
し
な
い
と
生
活
で
き
な
い
。
バ

ス
の
回

数
が
少

な
い
。
家

の
近

く
で
は

、
バ

ス
は

見
か
け
な
い
。

1
7

中
村

な
し

利
用
者
が
少
な
い
＝
ニ
ー

ズ
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
代

わ
り
に
福

祉
タ
ク
シ
ー

の
補

助
制

度
等
を
創

設
・
検

討
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

1
8

中
村

な
し

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

が
、
ご
く
一

部
の
方

達
の
特

典
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。

1
9

中
村

な
し

時
間
が
か
か
る
。
思
う
時
に
行

け
な
い
。

2
0

中
村

な
し

8
0
代
以
上

の
方
は
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ

ス
や

や
ま
な
み

タ
ク
シ
ー

の
利

用
が
難
し
く
な
り
ま
す

が
、
6
0
～

7
0
代

の
方

は
利

用
し
て
外
に
出
る
機
会

を
増
や
す
と
い
い
で
す
が
、
河
南
町

の
6
0
～
7
0
代
の
方
は
車

の
免

許
を
も

お
持
ち
の
方
が
多
い
た
め
、
カ
ナ

ち
ゃ
ん
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー

を
利

用
す
る
こ
と
が
少

な
い
の
で
は

？
も
し
そ
う
な
ら
、
本

当
に
外
出

に
困
っ
て
い
る
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
運
用
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

？
（
家
族
4
0
代

よ
り
）

2
1

中
村

な
し

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
・
や
ま
な
み

タ
ク
シ
ー

は
廃

止
に
し
て
、
町

負
担

額
を
7
0
歳

以
上
の
人
に
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
券

等
で
配
布

し
て
ほ
し
い
。
利
用

し
た
い
の
は

、
通
院

・
買
い
物
等

、
で
き
た
ら
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

2
2

大
宝

な
し

住
宅
街
の
狭
い
道
を
、
ほ
と
ん
ど
人

が
乗

っ
て
い
な
い
大

き
な
バ

ス
が
何

度
も
通

る
の
は
邪

魔
だ
し
う
る
さ
い
の
で
、
必

要
な
い
で
す

。
乗
り
た
け
れ
ば

大
通

り
ま
で
出
れ
ば
い
い
。
も
し
く
は
、
ラ
イ
ト
バ
ン
な
ど
に
車
種

を
変

更
す
れ
ば
い
い
の
で
は

？

2
3

大
宝

な
し

現
在
の
路
線
を
す
べ
て
廃

止
し
て
、
天

王
寺
ま
た
は
阿

倍
野
あ
た
り
か
ら
の
深

夜
急

行
バ
ス
（
南

海
バ

ス
が
や

っ
て
い
ま
す

）
や
、
金
剛

バ
ス
の
始
業

が
遅

く
、
終
業

が
早
い
た
め
、
こ
れ

ら
路

線
に
お
い
て
バ
ス
が
終

了
し

た
あ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
に
向

か
う
バ

ス
を
補

完
す

る
形

で
走

ら
せ

る
等
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

大
宝
な
ら
喜

志
や

古
市

、
さ
く
ら
坂
方
面

な
ら
川
西

や
富
田
林

か
ら
走
ら
せ

れ
ば
、
か
な
り
の
利
用

が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

真
に
必
要
な
バ
ス
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

2
4

大
宝

な
し

誰
の
た
め
？
何
の
た
め
？

事
業

性
は

？
…

曖
昧
な
ま
ま
展

開
し
て
い
る
と
感

じ
る
。
将

来
を
見

据
え
た
事

業
計

画
を
立

案
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
？

2
5

さ
く
ら
坂
・
鈴
美
台

な
し

明
日
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
私

的
に
は

、
今

の
と
こ
ろ
乗

ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
す

み
ま
せ

ん
。

2
6

大
宝

-
移
動
は
車
椅
子
な
の
で
、
家
族

に
頼

ん
で
い
ま
す

。

2
7

大
宝

-
足
の
悪
い
者
に
は
関
係
な
い
。
乗

り
場

に
行

け
な
い
。

2
8

-
-

以
前
は
利
用
し
て
い
た
が
、
ル
ー

ト
が
変

更
し
て
か
ら
は
利

用
し
て
い
な
い
。

日
常
の
目
的
と
し
て
一
番
は
ス
ー

パ
ー

等
に
行

く
こ
と
が
多

い
の
で
、
神

山
地

区
の
者

と
し
て
は
、
前

回
の
ル
ー

ト
の
方

が
よ
か
っ
た
。
今
は
オ
ー
ク
ワ
に
行
く
た
め
に
は

、
寛
弘
寺

か
ら
役
場
葉
面

に
遠
回

り
す
る
の
で
、
利

用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
時
間
が
か
か
る
の
で
、
自

家
用

車
で
送

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
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Ⅱ．ヒアリング調査査

地区 項目 意見

石川地区 総括 バスは必要。費用がかかるからといってやめられない

10/6 17時 利用の現状 石川地区から役場へ行く足が無かったので、利用しているのではないか。

ふれあいセンター 万代への利用は多い。

近つ飛鳥小学校の先生も利用している。

免許返納者と思われる人も乗っている。

ほとんどの人は利用していない。

１人プールの利用で使っていると聞いている。

利用は聞いていない。

運行の課題 利用は聞かない。収支が悪いのであれば運賃を倍にすればいいのではないか。

今後の方向性 今後も地区の住民に意見を聞いてみる。

金剛バスが協力すれば利用が増えるのではないか。

続けるか続けないかと問われれば続ける。

費用がかかるからといってやめられない。

白木地区 総括 平石、鈴美台などは公共交通が必要。白木地区はやめた方がいい。

10/11 19時 利用の現状 免許があるから今は利用してないが、タクシーは必要。

役場３０３会議室 地元は乗っていないので意見は聞かない。

運行の課題 便利の悪いところほど乗らない。もうかるわけがない。

駅まで行けないか。

バス停まで行くのが億劫。

無料にすればいい。

住民負担が多いので、福祉でタクシー乗ったら助成などの制度がいい。

どこでも乗ってどこでも降りれる交通がいい。

中学生が役場発１分にいっぱいなどで乗れなかったら、金剛バスが２分発なので乗れない。時間変更はで
きるのか。

今後の方向性 利用者が住民の１％未満なので税金で走らせるのはいかがかと思う。

やめた方がいいのでは。

さくら坂地区 総括 バスは必須

10/11 運行の課題 今後、パンフレット作成の際は、漫画チックに大きな字で記載してほしい

１０月末で生協の配達が無くなる。

今後の方向性 スーパーへの利用は多いから何か協力してもらえないか。

河内地区 総括 河内地区は全員必要。他の施設運営をやめてでも続けるべき。

10/12 19時 利用の現状 感謝、感謝、全く公共交通が無いからありがたい。

弘川集会所 さくら坂なんかもありがたのでは。

運行の課題 まだ運転している人が多いけど、１０年後は分からない。

財政的に赤字でも続けるのか。

今後の方向性 毎日までと贅沢はいわないが、このまま運行して欲しい。

デマンドよりは今までどおりがいい。耳の悪い者なので、電話もままならない。

かなんぴあなんかも赤字だろうから、そっちを閉鎖してタクシーは継続して欲しい。
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地区 項目 意見

大宝地区 総括 今は乗る人が少ないが、将来をみれば必要なので継続する。

10/13 16時 利用の現状 免許返納は大阪府が１番。

役場２０１会議室 人口が大宝は多い。

１００才体操は元気な人が来る。公民館へのバス停は福祉の件で設置した。

バスに乗ってる人は、バス停が多かったらしんどい。

毎日、毎時間に運行している、定時なので便利。

運行の課題 集会所で１００才体操を行なっている。もっときめ細かくバス停を設けるべき。

金剛バスの件は民間相手なので、法的な問題は難しいのでは。

過去に出した要望書の回答はどうなっているか。

回数券、低床バスの導入などの答えは。

障がい者の方は乗れない。

住民説明会で意見交換の際、高齢者のために荷物持ちなどの補助者と意見を言ったが、検討しますといっ
て答えがない。

今のバスはどのくらい持つのか。低床バスの導入は。

２丁目は住宅の中にあった方が良い。

停留所を減らせば時間が短縮できる。

コミュニティバスの目的は。高齢者をどうするかではないか。通院や買い物の補助でないか。

金剛バスと競合して初めて採算性が出てくる。

バス運行は基本から間違っている。

そもそも１時間に１本にしているのが分からない。

選挙などは無料にできないか。

試乗して思ったが、大宝３丁目の北公園から乗ったらぐるっと大宝中を進んでやっと大宝からでた。大宝３丁
目は平地で４丁目５丁目は坂。３丁目や２丁目は住宅中にバス停はいらず、１つでいいのでは。いつも金剛
バスのバス停まで歩いているからそこまでは歩ける。

バス停が分かりにくい。

停留所は肝心。

東公園に水がたまる件の時も地域整備課からの返信がない。

コースはどうやって決めたのか。今のコースが本当にベストなのか。

本当にこのルートでいいのか。委員会に大学の先生もいるので。

４丁目の集会所に行くのが大変との意見だが、５丁目からみれば公民館にいくのも帰りが大変。便利にな
るのが１番。

今後の方向性 ２日に１回でもいい。乗る人が増えない。赤字はどんどん増える。

役場に老人が１ヶ月に何回行くのか。時間帯を合わせて運行すれば。

町に行く用事が無い。当初の考え方から納得していない。住民の意見を聞いているか。病院は市内の病院
に行く。

金剛バスと共存していく工夫を考えれば。

将来は必要になるので、経費を減らす意味で２時間に１本にして南北を１台にすれば。

自治会でも金山古墳へのツアーを行なった。今後もそのようなツアーを地区で実施することが必要。

丁目ごとにバスを運行できないか。

バスの台数を増やして時間短縮を図ってはどうか。

立派な諮問委員会があるので、その辺で検討すればいい。

区長が５人いているのだから、増やすにはアメが必要。

これから必要になるから、続けてもらいたい。

デマンドの講演会があった。乗ってない時間もあるから、オンデマンドシステムですべてすれば。河南町で
は行わないのか。

金剛バスにもうちょっと便利になるような運行、小型化など変更させれないか。
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地区 項目 意見

さくら坂作る会 総括 バスは必要。

10/18 19時30分 利用の現状 金剛バスが２時間に１本から１時間に１本に変わったので富田林に出るのは難しくない。

さくら坂集会所 カナちゃんバスでオークワに行っている人が、以外に便利と言っていた。

道の駅のバス停の利用が少ない。

８４才のおばあちゃんが乗り継ぎの練習をしていて詳しい。

実際に利用している人数はどのくらいなのか。

運行の課題 生協の利用者が減ってきたのが原因。商品も少なくなってきた。

幼稚園などのバスは利用出来ないか。

寺田のバス停前で降りたい。

今後の方向性 住民さん向けのニュースの発行、交流会や勉強会を開いていきたい。

生協の買い物便が１０月末に無くなるので、オークワでの買い物が増えるのでは。

さくらバスでデマンド実験した。好きなときに乗って好きな場所に下りることができる。

さくら坂は人口が多いので定時定路線の方がいい。

高齢者や免許返納者がオークワにいくにもバスは必要。

利用者の多いところはバスデマンド、少ないところは小型車両。

ドアトゥドアで運行して欲しい。

ワールド牧場に土日だけでも行って欲しい。

駅まで行って欲しい。

前田クリニックの前に停車して欲しい。

じっくり期間を決めずに、あと５年、１０年先に向けて作り上げるべきである。

比較検討するためにデマンドで実験する必要がある。

交付金が終わったあとも町として続けられるのか。
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